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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
そ
の
苦
境
に
負
け
ず
、

日
々
営
農
に
邁
進
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
社
会

の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
美
瑛
町
農
業
は
、
雪
解
け
も
早

く
、
春
作
業
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
が
、
７
月
以
降
、
記
録
的
な
猛
暑

が
続
き
降
水
量
に
つ
い
て
も
過
去
最
少
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
作
物
で
干
ば

つ
の
被
害
が
発
生
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
町
行
政
へ
は

い
ち
早
く
、
被
害
農
業
者
へ
の
支
援
策
を

要
請
し
、
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
該
年
度
の
災
害
と
い
う
観
点
か
ら
、
12

月
中
の
支
援
を
念
頭
に
早
急
な
対
応
と
な

る
よ
う
努
め
、
美
瑛
町
と
共
に
当
Ｊ
Ａ
に

つ
い
て
も
各
種
支
援
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
組
合
員
の
方
々

に
は
、
改
め
て
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
区
域
内
農
業
に
つ
い
て

は
、
コ
メ
は
作
況
指
数
「
１
０
８
」
と
な

り
、
小
麦
と
共
に
豊
作
基
調
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
他
の
畑
作
物
や
そ
菜
、
飼

料
作
物
に
お
い
て
は
、
干
ば
つ
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
地
区
・
個
人
差
が
大

き
く
表
れ
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
総
体
の
農
業
生
産
高
見
込
み
で

は
１
１
６
億
円
、
交
付
金
合
算
ベ
ー
ス
で

は
１
５
０
億
円
と
な
り
、
計
画
対
比
は
93

％
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
災
害
年
の
中
で
も
一
定
の
実
績
を

残
せ
ま
し
た
こ
と
は
、
組
合
員
皆
さ
ま
の

農
業
技
術
の
高
さ
と
、
本
町
農
業
の
生
産

基
盤
の
強
さ
を
証
明
し
た
結
果
で
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
で
は
、
一

昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
戦
い
が
長
期
化
し
、
今
ま
で
と
は
大
き

く
変
化
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
日
本

国
内
の
累
計
感
染
者
数
は
１
７
０
万
人
を

超
え
、
外
出
や
飲
食
店
利
用
の
制
限
を
実

施
す
る
な
ど
、
人
や
物
の
流
れ
に
変
化
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
少

し
ず
つ
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。

　

次
々
と
出
て
く
る
新
た
な
変
異
株
へ
の

対
応
や
、
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
感
染
を
予
防

す
る
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
の
追

加
接
種
が
始
ま
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
終
息

の
兆
し
は
見
え
て
こ
な
い
状
況
で
す
が
、

貿
易
の
正
常
化
や
観
光
旅
行
の
再
開
が
進

み
始
め
て
い
る
こ
と
を
希
望
の
光
と
捉
え
、

組
合
員
皆
さ
ま
と
共
に
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
も
日
々
、
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
農

畜
産
物
の
深
刻
な
需
要
の
減
少
や
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
へ
の
貢
献
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

気
候
変
動
へ
の
対
応
と
し
て
「
２
０
５
０

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
へ
の
挑
戦
の

具
体
化
（
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

の
策
定
）
な
ど
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

し
っ
か
り
と
そ
の
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
は
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

北
海
道
大
会
が
30
回
目
を
数
え
、
「
北
海

道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農

業
』
と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
の
達

成
』
」
と
い
う
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の

制
限
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
学
校
給
食
へ

の
「
美
瑛
米
」
、
「
ゆ
め
ち
か
ら
食
パ

ン
」
の
贈
呈
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ス
ペ
ル

ジ
ュ
で
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
、
青
年

部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
に

よ
る
町
内
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
農
業
体
験

や
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
協
同
組
合
の
輪

を
広
め
、
「
対
話
」
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

変
化
の
波
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
取
り
込
ん
で
い

け
る
よ
う
、
組
合
員
・
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
協
同
組
合
は

今
後
と
も
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
る

地
域
の
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
、
そ
の

役
割
や
機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
の
干
支
は

「
壬
寅
」
で
す
。
十
干
の
「
壬
」
は
陽
気

を
下
に
宿
す
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
お
り
、

生
命
の
誕
生
を
表
し
ま
す
。
一
方
、
十
二

支
の
「
寅
」
も
壬
と
同
様
に
、
草
花
が
伸

び
よ
う
と
す
る
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
謂
れ
に
あ
や
か
り
、
本
年
が
豊
穣
の

年
と
な
る
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
１
日
も
早
い
終
息
と
、
組
合
員
ご
家
族

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

代表理事組合長

熊谷　留夫
代表理事専務

真田　佳則
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の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

熊谷　留夫

真田　佳則

渡辺　和也

村上　聡和

江花　秀一

山田　　剛

米田　浩幸

吉井　鉄也

青嶋　秀雄

野村浩太郎

佐藤　仁昭

下司　和広

岡田　直和

中村　紀之

太田　　満

宮﨑　俊章

林　　大祐

白川　徳明

天草　千晶

外職員一同

謹んで新春の　　　　
お慶びを申し上げます
◆代表理事組合長

◆代表理事専務

◆常務理事

◆理　　事
（総務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（業務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（総務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（業務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（農家経済対策特別委員長・ 業務委員）

◆理　　事
（農家経済対策特別副委員長・総務委員）

◆理　　事（総務委員）

◆理　　事（総務委員）

◆理　　事（業務委員）

◆理　　事（業務委員）

◆理　　事（信用担当)

◆代表監事

◆常勤監事

◆監　　事　

◆監　　事　

◆監　　事　

み
ず
の
え
と
ら

み
ず
の
え

み
ず
の
え

い
わ

じ
っ
か
ん
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4

６
日

６
日

25
日

９
日

10
日

10
日

12
日

15
日

16
日

16
日

18
日

1
月 

仕
事
始
め

美
瑛
神
社
豊
穣
・
安
全
祈
願
祭

と
ま
と
生
産
部
会
定
期
総
会

２
月 

種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合
定
期
総
会

メ
ロ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会

麦
作
生
産
部
会
定
期
総
会

豆
作
生
産
部
会
定
期
総
会

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
部
会
定
期
総
会

稲
作
生
産
部
会
定
期
総
会

白
金
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
部
会
定
期
総
会

ニ
ン
ジ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会

２
０
２
１
年
の
動
き 

　

事
業
活
動
を
振
り
返
っ
て 

　

令
和
３
年
は
、
前
年
に
引
き
続
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
治
療
薬
の
開
発
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
10
月
に
入
る
と
新
規
感

染
者
数
の
報
告
も
少
な
く
な
り
、

ほ
っ
と
さ
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
畜
産
物
の
消
費
動
向
は
芳
し
い
も
の
と
は
言
え
ず
、

コ
メ
の
値
下
が
り
や
乳
製
品
在
庫
の
積
み
上
が
り
な
ど
、
不
安
に
な
る
情

報
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
マ
ス
ク
の
供
給
不
足
を
体
験
し
た

こ
と
か
ら
、
「
も
し
不
足
す
る
の
が
食
料
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
考
え
が
国

民
の
中
に
生
ま
れ
、
国
産
の
農
畜
産

物
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
食
の
安
心
・
安
全
へ

の
意
識
が
高
ま
る
中
、「
国
消
国
産
」

を
支
え
る
農
畜
産
物
の
生
産
現
場
と
し
て
奮
闘
し
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
１
年
を

振
り
返
り
ま
す
。

〜
「
国
消
国
産
」
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
生
産
現
場
と
し
て
〜

トピックス ＪＡこの一年

1/6　とまと生産部会定期総会 
1/6　とまと生産部会定期総会 

2/10　麦作生産
部会定期総会 

2/10　麦作生産
部会定期総会 



４
日

10
日

11
〜
12
日

23
日

23
日

24
日

29
日

29
日

１
日

６
日

９
日

26
日

26
日

27
日

19
日

21
日

27
〜
28
日

４
日

21
日

25
日

30
日
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5

３
月　

美
瑛
町
加
工
馬
鈴
薯
コ
ン
ト
ラ
協
議
会

定
期
総
会

百
合
根
生
産
部
会
定
期
総
会

第
66
回
地
区
懇
談
会

酪
農
振
興
部
会
定
期
総
会

青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

新
農
業
人
研
修
修
了
証
書
授
与
式

青
年
部
春
期
研
修
会

豆
採
種
生
産
部
会
定
期
総
会

４
月

朝
会
／
新
規
採
用
辞
令
交
付

第
70
回
通
常
総
代
会

年
金
友
の
会
定
期
総
会

美
瑛
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
定
期
総
会

美
瑛
町
乳
牛
検
定
組
合
定
期
総
会

共
済
広
域
推
進
決
起
大
会

５
月

穀
類
種
子
調
製
施
設
地
鎮
祭

共
済
優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
伝
達
式

畑
作
３
部
会
現
地
研
修
会

６
月

北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
表
彰

美
瑛
小
学
校
と
ま
と
食
育
授
業

美
瑛
町
・
ト
リ
ド
ー
ル
Ｈ
Ｄ
・
Ｊ
Ａ
び
え
い

三
者
包
括
連
携
協
定
式

食
と
農
で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り

優
良
表
彰

3/11～12　第66
回地区懇談会

3/11～12　第66
回地区懇談会

6/25　三者包括
連携協定式

6/25　三者包括
連携協定式

4/6　第70回通常総代会
4/6　第70回通常総代会

5/19　穀類種子調製施設地鎮祭 5/19　穀類種子調製施設地鎮祭 

6/21美瑛小学校とまと食育授業

6/21美瑛小学校とまと食育授業



7/9　美瑛小麦フォーラム
7/9　美瑛小麦フォーラム

8/18　コントラ
クター協議会安全

祈願祭
8/18　コントラ

クター協議会安全
祈願祭
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6

７
月

美
瑛
小
麦
フ
ォ
ー
ラ
ム

穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
安
全
祈
願
祭

麦
作
合
同
会
議

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
受
入
式

美
瑛
神
社
例
大
祭
・
御
神
幸
式

８
月　

加
工
馬
鈴
薯
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
安
全
祈
願
祭

９
月

令
和
３
年
産
米
初
検
査

10
月

第
16
回
Ｊ
Ａ
び
え
い
Ｏ
Ｂ
組
合
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

11
月

農
業
機
械
早
期
予
約
展
示
会

第
30
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

中
学
生
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習

農
協
法
公
布
記
念
朝
会

組
合
員
宅
一
日
一
斉
皆
訪
問

学
校
給
食　
美
瑛
米
・
食
パ
ン
贈
呈
式

新
嘗
祭

12
月

役
員
道
内
視
察
研
修

第
47
回
集
落
代
表
者
研
修
会

第
58
回
美
瑛
町
新
農
業
人
激
励
の
集
い

美
瑛
町
へ
鏡
餅
謹
呈

仕
事
納
め

９
日

13
日

15
日

19
日

25
日

18
日

８
日

５
日

10
日

16
日

17
〜
19
日

19
日

19
日

22
日

23
日

２
〜
３
日

６
日

７
日

28
日

30
日

11/16　第30回J
A北海道大会 

11/16　第30回J
A北海道大会 

12/6　集落代表
者研修会

12/6　集落代表
者研修会

11/22　学校給食　美瑛米・食パン贈呈式
11/22　学校給食　美瑛米・食パン贈呈式

9/8　令和3年産米初検査 
9/8　令和3年産米初検査 



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ

つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
、
農
業
改
良
普
及
事
業
の
推
進
に
当
た

り
ま
し
て
、
農
業
者
、
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
「
過
去
に
な
い
気
象
」
が
起
こ

る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

昨
年
の
気
象
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
７
月

平
均
気
温
が
高
く
、
８
月
の
日
最
高
気
温

が
37
．
１
℃
と
、
44
年
間
の
統
計
記
録
に

て
第
１
位
の
記
録
更
新
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
の
降
水
量
は
平
年
の
約
６
％

と
極
め
て
少
な
く
、
干
ば
つ
傾
向
と
な
り

ま
し
た
。

　

記
録
的
な
気
象
条
件
は
、
品
質
低
下
や

出
荷
数
量
の
減
少
な
ど
、
農
作
物
に
と
っ

て
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
気
象
変

動
に
対
応
し
た
、
き
め
細
や
か
な
基
本
技

術
に
基
づ
い
た
栽
培
管
理
に
取
り
組
ん
で

頂
く
な
ど
、
そ
の
影
響
は
最
小
限
に
止
ま

っ
た
と
考
え
ま
す
。

最
近
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
は
、
１
９
３

の
国
連
加
盟
国
が
17
項
目
の
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
温
暖
化
な
ど
気

象
変
動
の
緩
和
や
対
応
な
ど
の
内
容
も
含

ま
れ
、
環
境
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
農

業
の
展
開
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
と
連
携
す
る
地
域
社
会

発
展
に
お
い
て
は
、
付
加
価
値
の
高
い
農

業
の
推
進
、
食
育
の
推
進
な
ど
社
会
的
意

義
が
大
き
い
目
標
で
も
あ
り
、
重
要
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
北
海
道
農
業
は
農
家
戸
数
が
減

少
傾
向
で
推
移
し
、
農
業
就
業
人
口
の
65

歳
以
上
率
が
４
割
を
超
え
、
益
々
高
齢
化

が
進
行
し
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
道
で
は
令
和
３
年
３
月

に
第
６
期
「
北
海
道
農
業
・
農
村
振
興
計

画
」
を
策
定
し
、
目
標
と
な
る
「
め
ざ
す

姿
」
の
実
現
に
向
け
推
進
し
て
い
ま
す
。

上
川
地
域
の
取
り
組
み
方
向
は
、
10
年
後

の
「
多
様
な
担
い
手
と
人
材
が
輝
く
力
強

い
農
業
・
農
村
」
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

美
瑛
町
で
は
、
多
様
な
担
い
手
確
保
と
し

た
先
進
的
な
新
規
就
農
支
援
体
制
、
新
た

な
農
福
連
携
推
進
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
人

材
や
労
働
力
の
確
保
や
魅
力
的
な
産
業
と

し
て
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
技
術
で
は
、
基
盤
整
備
の
計
画
推

進
や
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ-

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
活
用
し
た

農
作
業
機
械
、
施
設
園
芸
の
環
境
制
御
設

備
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に
よ
る
新

た
な
農
業
の
変
革
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

美
瑛
町
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
に
お

い
て
も
、
様
々
な
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
の
重
点
普
及
活
動

地
区
で
は
、
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
を
試
行
し
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
ほ
場
の
可
視
化
、
肥
培
管
理
や
収

穫
判
定
に
お
け
る
実
用
化
を
見
据
え
た
検

討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

他
に
は
、
前
々
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
規
模
拡
大
が

続
い
て
お
り
、
経
済
・
社
会
へ
大
き
く
影

響
し
、
地
域
構
造
も
変
動
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢

に
対
応
す
べ
く
「
足
腰
の
強
い
農
業
」
を

め
ざ
す
こ
と
で
、
美
瑛
ブ
ラ
ン
ド
が
発
展

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
変
革
す
る
農
業

情
勢
を
捉
ま
え
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
お
よ

び
関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
、
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、

今
後
も
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で

希
望
に
満
ち
た
良
き
年
と
な
り
、
豊
穣
の

秋
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

上川農業改良普及センター大雪支所

  　　　　支所長　鹿　野　　　理

変化する農業情勢に
　　対応できる地域づくり

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ本年もよろしく
お願いいたします
本年もよろしく
お願いいたします

支　所　長

地域第一係長

地域第二係長

専門主任

専門主任

専門普及指導員

専門普及指導員

普及指導員

普及職員

普及職員

鹿　野　　　理

木　村　　　篤

辻　　　英　敏

佐　藤　誠　一

小笠原　史　子

堀　田　ひとみ

田　中　伸　尚

藤　本　　　周

京　極　竜之助

井　口　　　希
（敬称略）
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図１　４月から８月にかけての日照時間の推移
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図２　４月から10月にかけての気温の推移
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令
和
３
年
の

　
　
生
育
を
顧
み
て

春
作
業
の
ス
タ
ー
ト
早
ま
る

　
５
月
の
低
温
が
苗
生
育
に
影
響

営農ガイド
上川農業改良
普及センター大雪支所

EINOU　GUIDE

水水

稲稲

６
月
か
ら
の
暖
か
さ
で
生
育
回
復

27
日
連
続
の
真
夏
日
を
記
録

平
年
を
上
回
る
収
量
を
確
保

　
　
　
　
　
一
方
、
胴
割
粒
が
多
発
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積
雪
が
少
な
か
っ
た
影
響
で
、
昨
年
の
美
瑛

町
の
融
雪
期
は
平
年
よ
り
７
日
早
ま
り
４
月
１

日
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
田
耕
起

作
業
も
１
週
間
ほ
ど
早
く
進
み
ま
し
た
。

　
温
湯
消
毒
済
種
子
の
受
け
渡
し
は
３
月
26
日

か
ら
始
ま
り
、
順
次
予
措
作
業
お
よ
び
育
苗
ハ

ウ
ス
の
準
備
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
初
旬

に
か
け
て
低
温
と
日
照
不
足
が
続
き
（
図
１
・

２
）
、
移
植
時
の
苗
形
質
に
つ
い
て
は
、
草

丈
・
葉
数
が
平
年
よ
り
や
や
小
さ
く
な
り
ま
し

た
。

　
昨
年
の
美
瑛
町
で
の
移
植
作
業
は
、
５
月
９

日
と
管
内
ト
ッ
プ
の
早
さ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

移
植
後
５
月
下
旬
の
低
温
寡
照
に
よ
り
（
図

１
・
２
）
生
育
が
緩
慢
と
な
り
、
分
げ
つ
の
発

生
が
遅
れ
、
６
月
１
日
時
点
で
の
茎
数
が
例
年

よ
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
に
入
り
気
温
が
高
く
経
過
し
、
草
丈
・

葉
数
と
も
に
ほ
ぼ
平
年
並
ま
で
回
復
し
ま
し
た

（
図
３
）
。

　
６
月
下
旬
以
降
、
気
温
が
高
く
、
日
照
時
間

も
長
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
７
月
以
降
は
平
年
よ

り
生
育
が
早
ま
り
ま
し
た
。
冷
害
危
険
期
も
低

温
に
遭
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
美
瑛
町
で
は
７
月
13
日
か
ら
８
月
８
日
の
27

日
間
連
続
の
真
夏
日
と
な
り
（
図
２
）
、
草

丈
・
茎
数
共
に
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
生
育
に
伴
い
成
熟
期
も
早
ま
っ
た
た
め
、
美

瑛
町
で
は
９
月
１
日
に
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

落
水
後
は
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
な
か
っ
た
た
め
、

ほ
場
の
乾
き
が
良
く
、
平
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど

早
く
収
穫
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　
昨
年
は
稈
長
が
長
く
穂
数
が
多
い
年
と
な
り
、

稔
実
籾
数
も
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。
一

穂
籾
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
だ
っ
た
も
の
の
、
㎡
当

た
り
籾
数
お
よ
び
㎡
当
た
り
稔
実
籾
数
が
平
年

比
１
１
１
％
と
多
い
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
坪
刈
り
調
査
に
お
け
る
収
量
は
平
年
比
１
０

９
％
と
な
り
ま
し
た
。
籾
数
を
確
保
し
た
こ
と

と
、
登
熟
期
間
の
好
天
に
よ
り
遅
れ
穂
も
含
め

十
分
に
登
熟
し
た
結
果
、
平
年
以
上
の
収
量
確

保
に
繋
が
り
ま
し
た
。
㎡
当
た
り
稔
実
籾
数
が

多
か
っ
た
た
め
、
タ
ン
パ
ク
値
は
低
い
傾
向
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
出
穂
期
を
迎
え
た
７
月
中
旬
以
降

に
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
胴

割
粒
に
よ
る
品
質
低
下
が
美
瑛
町
で
も
見
ら
れ

ま
し
た
。



項目 根雪始 融雪期 積雪期間

Ｒ３

平年

平年差

11月26日

11月26日

±0

4月1日

4月8日

早7日

126

133

短7日

表１　美瑛町の根雪始・融雪期

表３　秋まき小麦（きたほなみ）の生育期節・農作業

項目
生育期節 農作業期

起生期

Ｒ３

平年

遅速

4月12日

4月16日

早4日

幼穂形成期

5月6日

5月8日

早2日

止葉期

5月26日

5月28日

早2日

出穂期

6月8日

6月6日

遅2日

乳熟期

6月28日

6月29日

早1日

成熟期

7月16日

7月19日

早3日

収穫始

7月20日

7月23日

早3日

収穫期

7月23日

7月26日

早3日

収穫終

7月28日

8月1日

早4日

表２　令和３年６～７月地点別降水量（気象観測システムの観測降水量）

表１　R3収量構成要素（成苗ななつぼし）

693

612

113

穂数
（本/㎡）

54.5

55.6

98

30.8

30.0

103

22.7

22.8

100

37,769

34,027

111

36,258

32,682

111

711

655

109

96

96

100

1穂籾数
（粒）

屑米重
（kg/10a）

千粒重
（g）

㎡当籾数
（粒/㎡）

㎡当稔実
籾数

（粒/㎡）
精玄米重
（kg/10a）

稔実歩合
（％）

R3

平年

平年比（％）
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積
雪
が
少
な
か
っ
た
影
響
で
、
昨
年
の
美
瑛

町
の
融
雪
期
は
平
年
よ
り
７
日
早
ま
り
４
月
１

日
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
田
耕
起

作
業
も
１
週
間
ほ
ど
早
く
進
み
ま
し
た
。

　
温
湯
消
毒
済
種
子
の
受
け
渡
し
は
３
月
26
日

か
ら
始
ま
り
、
順
次
予
措
作
業
お
よ
び
育
苗
ハ

ウ
ス
の
準
備
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
初
旬

に
か
け
て
低
温
と
日
照
不
足
が
続
き
（
図
１
・

２
）
、
移
植
時
の
苗
形
質
に
つ
い
て
は
、
草

丈
・
葉
数
が
平
年
よ
り
や
や
小
さ
く
な
り
ま
し

た
。

　
昨
年
の
美
瑛
町
で
の
移
植
作
業
は
、
５
月
９

日
と
管
内
ト
ッ
プ
の
早
さ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

移
植
後
５
月
下
旬
の
低
温
寡
照
に
よ
り
（
図

１
・
２
）
生
育
が
緩
慢
と
な
り
、
分
げ
つ
の
発

生
が
遅
れ
、
６
月
１
日
時
点
で
の
茎
数
が
例
年

よ
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
に
入
り
気
温
が
高
く
経
過
し
、
草
丈
・

葉
数
と
も
に
ほ
ぼ
平
年
並
ま
で
回
復
し
ま
し
た

（
図
３
）
。

　
６
月
下
旬
以
降
、
気
温
が
高
く
、
日
照
時
間

も
長
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
７
月
以
降
は
平
年
よ

り
生
育
が
早
ま
り
ま
し
た
。
冷
害
危
険
期
も
低

温
に
遭
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
美
瑛
町
で
は
７
月
13
日
か
ら
８
月
８
日
の
27

日
間
連
続
の
真
夏
日
と
な
り
（
図
２
）
、
草

丈
・
茎
数
共
に
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
生
育
に
伴
い
成
熟
期
も
早
ま
っ
た
た
め
、
美

瑛
町
で
は
９
月
１
日
に
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

落
水
後
は
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
な
か
っ
た
た
め
、

ほ
場
の
乾
き
が
良
く
、
平
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど

早
く
収
穫
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　
昨
年
は
稈
長
が
長
く
穂
数
が
多
い
年
と
な
り
、

稔
実
籾
数
も
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。
一

穂
籾
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
だ
っ
た
も
の
の
、
㎡
当

た
り
籾
数
お
よ
び
㎡
当
た
り
稔
実
籾
数
が
平
年

比
１
１
１
％
と
多
い
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
坪
刈
り
調
査
に
お
け
る
収
量
は
平
年
比
１
０

９
％
と
な
り
ま
し
た
。
籾
数
を
確
保
し
た
こ
と

と
、
登
熟
期
間
の
好
天
に
よ
り
遅
れ
穂
も
含
め

十
分
に
登
熟
し
た
結
果
、
平
年
以
上
の
収
量
確

保
に
繋
が
り
ま
し
た
。
㎡
当
た
り
稔
実
籾
数
が

多
か
っ
た
た
め
、
タ
ン
パ
ク
値
は
低
い
傾
向
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
出
穂
期
を
迎
え
た
７
月
中
旬
以
降

に
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
胴

割
粒
に
よ
る
品
質
低
下
が
美
瑛
町
で
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
３
月
は
温
暖
で
雪
解
け
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

融
雪
期
は
平
年
よ
り
７
日
早
く
、
積
雪
期
間
は

７
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

 

農
耕
期
間
（
４
〜
10
月
）
の
積
算
平
均
気
温

は
３
，
０
５
９
℃
（
平
年
比
１
０
５
％
）
、
日

照
時
間
は
１
，
２
６
０
時
間
（
同
１
１
５
％
）
、

降
水
量
は
５
７
４
㎜
（
同
82
％
）
で
し
た
。

　
記
録
的
な
少
雨
・
暑
さ
と
な
っ
た
６
〜
７
月

は
、
最
高
気
温
30
℃
以
上
の
真
夏
日
が
27
日
連

続
し
た
ほ
か
、
２
ヶ
月
の
降
水
量
は
わ
ず
か
29

㎜
（
ア
メ
ダ
ス
美
瑛
、
平
年
１
９
０
㎜
）
と
な

り
、
異
常
な
高
温
と
乾
燥
は
農
作
物
の
生
育
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
町
内
40
カ
所
の
気
象
セ
ン
サ
の
観
測
で
は
、

６
〜
７
月
の
降
雨
に
地
域
の
偏
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
表
２
）
。

１　
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
３
、
図
１
）

　
融
雪
を
早
く
に
迎
え
、
起
生
期
は
平
年
よ
り

４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
幼
穂
形
成
期
、
止
葉

期
は
平
年
よ
り
２
日
早
か
っ
た
も
の
の
、
５
月

下
旬
は
低
温
寡
照
だ
っ
た
た
め
出
穂
期
は
２
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
、
高
温
多
照
下
で
登
熟
が
急
速
に

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
成
熟
期
は
平
年
よ
り
３
日

早
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
期
間
中
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
低
水
分
子
実
の
施
設
受
入
も
順
調
だ
っ

た
た
め
、
収
穫
終
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
節
間
伸
長
の

旺
盛
な
５
月
の

気
象
は
、
多
雨

寡
照
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
茎
稈

は
長
く
や
や
軟

弱
と
な
り
ま
し

た
。
越
冬
前
の

生
育
は
や
や
旺

盛
で
冬
損
も
な

か
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
を
上
回
っ
て

経
過
し
、
成
熟

期
の
穂
数
は
平

年
よ
り
多
く
な

り
ま
し
た
。
出

穂
か
ら
成
熟
ま

で
の
登
熟
日
数

は
平
年
よ
り
５

日
短
く
な
り
ま

し
た
（
昨
年
38

日
、
平
年
43

日
）
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
越
冬
前
生
育
量
を
確
保
し
、
積
雪
期
間
は
短

か
っ
た
た
め
、
融
雪
後
の
雪
腐
病
の
発
生
は
軽

微
で
し
た
。

　
縞
萎
縮
病
や
立
枯
病
、
眼
紋
病
と
い
っ
た
連

作
で
発
病
リ
ス
ク
の
高
ま
る
土
壌
病
害
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
縞
萎
縮
病
は
道
央
、
道
東

で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
発
生
拡
大
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
出
穂
以
降
、
乾
燥
条
件
に
あ
っ
た
た
め
赤
か

び
病
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
高
温
乾
燥
を
好
む
赤
さ
び
病
は
６
月

下
旬
頃
か
ら
急

速
に
ま
ん
延
し

ま
し
た
（
写
真

１
）
。
赤
か
び

病
に
主
眼
を
置

い
た
薬
剤
選
定

と
防
除
に
差
し

掛
か
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
十

分
な
効
果
を
得

ら
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乾
燥
し
た
環
境
で
し
た
が
、
被
害
を
お
よ
ぼ

す
ほ
ど
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
一
穂
粒
数
や
千
粒
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
穂
数
は
多
く
子
実
重
は
平
年
並
と
な
り

ま
し
た
（
表
４
）
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
デ
ー
タ
の
解
析
で
は
、

令
和
２
年
産
と
同
様
に
、
令
和
元
年
産
に
比
べ

て
整
粒
率
は
低
下
し
ま
し
た
（
図
２
の
点
線
囲

み
）
。

　
前
年
産
か
ら
の
収
量
増
減
と
容
積
重
（
種
実

の
充
実
度
の
め
や
す
）
の
関
係
を
見
る
と
、
両

者
に
比
例
関
係
が
認
め
ら
れ
、
容
積
重
の
低
下

が
減
収
を
招
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
し

た
（
図
３
）
。

　
穂
数
が
多
い
こ
と
で
子
実
重
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
急
激
に
登
熟
が
進
ん
だ
場
合
は
子
実

肥
大
が
不
十
分
と
な
り
、
収
量
を
低
下
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
全
体
的
に

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
産
物

と
同
様
に
、
タ
ン
パ
ク
14
．
１
〜
16
．
０
％
の

生
産
者
が
全
体
の
８
割
を
占
め
ま
し
た
（
図

４
）
。

（
５
）
令
和
４
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

　
　
（
表
５
）

　
昨
年
９
月
上
旬
は
降
雨
が
少
な
く
、
は
種
作

業
は
平
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。

土
壌
水
分
は
低

く
、
出
芽
に
時

間
を
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
は

種
後
の
強
雨
に

よ
り
傾
斜
ほ
場

の
土
砂
流
出
入

や
種
子
の
流
亡

を
生
じ
ま
し
た

が
、
多
く
の
ほ

場
は
目
標
の
葉

数
に
到
達
し
、

越
冬
前
の
生
育

は
概
ね
良
好
で

し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
６
、
図
５
）

　
融
雪
後
の
ほ
場
乾
燥
は
良
好
で
、
は
種
期
、

出
芽
期
は
平
年
よ
り
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
低
温
多
湿

と
な
り
、
低
地
温
や
種
子
腐
敗
に
よ
る
発
芽
障

害
、
出
芽
数
不
足
が
地
域
内
に
散
見
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
２
）
。

　
止
葉
期
お
よ
び
出
穂
期
は
平
年
よ
り
や
や
遅

く
な
り
ま
し
た
が
、
出
穂
以
降
は
著
し
い
高
温

と
多
照
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
育
は
進
み
、
平

年
に
比
べ
６
日
早
い
成
熟
期
と
な
り
ま
し
た
。

登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
７
日
短

い
37
日
で
し
た
。

　

秋
ま
き
小
麦

収
穫
を
早
く
に

終
え
、
春
ま
き

小
麦
の
子
実
水

分
低
下
も
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、

平
年
よ
り
早
く

に
収
穫
作
業
は

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
乾
燥
調
製

施
設
の
受
入
は

順
調
で
、
収
穫

終
は
平
年
よ
り

６
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　

出
芽
数
不
足

だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
の
８
割
ほ
ど

で
経
過
し
、
成

熟
期
穂
数
は
平

年
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
穂
以

降
は
少
雨
で
乾

燥
条
件
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、

稈
長
は
平
年
よ

り
短
く
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
乾
燥
を
好
適
条
件

と
す
る
赤
さ
び
病
が
ま
ん
延
し
ま
し
た
。
発
病

が
重
く
葉
身
の
早
期
枯
れ
上
が
り
を
呈
し
た
場

合
は
、
子
実
肥
大
不
足
を
招
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
千
粒
重
、
一
穂
粒
数
は
平
年
並
も
し
く
は
や

や
多
か
っ
た
が
、
穂
数
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、

子
実
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
（
表
７
）
。

　
登
熟
期
間
は
短
く
、
子
実
肥
大
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
千
粒
重
や
子
実
タ
ン
パ
ク
は

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
実
重
と
容
積
重
の
関
係
を
み
る
と
、
前
年

に
比
べ
容
積
重
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
収
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
図
６
の
点
線
囲
み
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
春

ま
き
小
麦
の
減
収
は
、
子
実
肥
大
不
足
よ
り
も
、

地
域
内
で
広
く
生
じ
た
出
芽
数
不
足
＝
穂
数
不

足
が
原
因
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
８
、
図
７
・
８
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
よ
り
遅
れ
た
も
の

の
、
そ
の
後
の
高
温
多
照
で
、
開
花
始
は
平
年

よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
続
く
少

雨
の
影
響
か
ら
８
月
以
降
の
茎
長
、
着
莢
数
は

平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
特
異
的
な
気
象
経
過
の
結
果
、
開
花

期
後
半
に
主
茎
上
位
節
や
分
枝
に
着
莢
し
た
莢

が
多
く
、
莢
の
登
熟
は
ば
ら
つ
き
、
成
熟
期
は

大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
生
育
期
間
を
通
じ
て
乾
燥
し
た
環
境
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
細
菌
性
病
害
や
灰
色
か
び
病
な

ど
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
や
マ
キ
バ
カ
ス
ミ
カ
メ
に

よ
る
加
害
は
平
年
並
で
し
た
。

　
ほ
場
間
、
ほ
場
内
に
開
花
期
の
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
、
開
花
や
着
莢
を
目
安
と
す
る
病
害
虫

防
除
の
適
期
や
防
除
要
否
の
判
断
が
難
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

 

百
粒
重
は
平

年
を
上
回
っ
た

が
、
着
莢
数
、

一
莢
内
粒
数
と

も
に
平
年
の
７

割
ほ
ど
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
子

実
重
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
（
表

９
）
。

　
気
温
の
低
下

し
た
開
花
期
間

後
半
に
着
莢
数

の
増
加
は
見
ら

れ
た
も
の
の
回

復
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
図

９
）
。

　
着
莢
数
が
少
な
く
養
分
競
合
を
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
百
粒
重
は
平
年
を
上
回
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
射
量
が
低
下
し
、

光
合
成
に
よ
る
同
化
産
物
の
減
少
す
る
開
花
期

間
後
半
に
発
生
し
た
莢
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
、

稔
実
粒
数
＝
一
莢
粒
数
は
平
年
を
下
回
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
温
少
雨
だ
っ
た
昨
年
は
、
大
豆
で
も
同
様

に
開
花
・
着
莢
時
期
の
ば
ら
つ
き
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況

　
　
（
表
10
、
図
10
）

　
植
付
期
は
平
年
並
で
し
た
が
、
そ
の
後
降
雨

が
続
き
、
植
付
終
は
平
年
よ
り
６
日
遅
れ
ま
し

た
。
萌
芽
以
降
、
晴
天
が
続
き
、
着
蕾
期
、
開

花
期
は
平
年
並
、
終
花
期
は
平
年
よ
り
１
日
早

く
な
り
ま
し
た
。

　
少
雨
と
乾
燥
、
水
分
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
終
花

期
を
迎
え
る
前
に
茎
葉
の
萎
れ
や
脱
水
、
複
葉

の
脱
落
な
ど
が
一
部
で
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
終

花
後
の
７

月
下
旬
に

は
最
高
気

温
35
℃
以

上
の
猛
暑

日
が
続
き
、

茎
葉
の
退

緑
、
黄
化

が
急
速
に

進
行
し
、

茎
葉
黄
変

期
は
早
ま
り
ま
し
た
（
写
真
４
）
。

　
地
上
部
生
育
は
、
概
ね
平
年
並
の
茎
数
で
す

が
、
水
分
不
足
か
ら
茎
葉
伸
長
は
抑
制
さ
れ
、

茎
長
は
短
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
期
間
の
大
半
を
高
温
・
乾
燥
し
た
状
態

で
経
過
し
た
た
め
、
低
温
多
湿
や
高
温
多
湿
を

好
適
条
件
と
す
る
疫
病
、
軟
腐
病
の
発
生
は
限

定
的
で
し
た
。

　
一
方
、
地
域
や
品
種
に
よ
っ
て
、
不
整
形
に

変
形
す
る
二
次
生
長
や
土
中
萌
芽
し
た
塊
茎
を

生
じ
、
製
品
率
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
上
い
も
数
、
上
い
も
一
個
重
と
も
に
平
年
を

下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
上

い
も
収
量
お

よ
び
規
格
内

収
量
は
平
年

の
８
割
程
度

に
と
ど
ま
り

ま
し
た
（
表

11
）
。

　
塊
茎
肥
大

に
最
適
な
温

度
は
15
〜
20

℃
で
あ
り
、

25
℃
以
上
に

な
る
と
肥
大

は
抑
制
さ
れ

ま
す
。
塊
茎

形
成
期
、
塊

茎
肥
大
期
を

通
じ
て
気
温

は
高
く
、
連

日
の
強
い
日

射
が
培
土
表

面
、
培
土
内
部
の
温
度
上
昇
を
助
長
し
、
塊
茎

形
成
、
塊
茎
肥
大
を
著
し
く
抑
制
し
た
結
果
、

低
収
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
二
次
生
長
の
発
生
原
因

　
二
次
生
長
は
塊
茎
肥
大
期
の
高
温
乾
燥
で
生

育
が
停
止
し
、
そ
の
後
の
降
雨
な
ど
で
再
び
生

育
を
開
始
す
る
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
高
温
乾
燥

後
の
８
月
上
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
二
次
生

長
の
誘
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
前
に
完
熟
し
た
塊
茎
は
一
定
期

間
萌
芽
・
伸
長
し
な
い
内
生
休
眠
の
状
態
に
あ

り
、
高
温
下
で
休
眠
は
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
前
の
内
生
休
眠
に
あ
っ

た
土
中
の
塊
茎
が
、
高
温
下
で
休
眠
打
破
さ
れ
、

萌
芽
し
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
12
、
図
11
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
断
続

的
な
降
雨
が
あ
り
、

移
植
期
お
よ
び
移

植
終
は
平
年
よ
り

や
や
遅
れ
ま
し
た

が
、
移
植
後
の
活

着
は
良
好
で
し
た
。

　

土
壌
の
乾
燥
が

著
し
く
な
っ
た
７

月
か
ら
茎
葉
の
生

育
は
抑
制
さ
れ
、

草
丈
は
平
年
を
下

回
っ
て
経
過
し
ま

し
た
。
８
月
に
入

る
と
新
葉
の
発
生

と
平
行
し
て
下
葉

の
枯
死
・
脱
落
が

進
み
（
写
真
６
）
、

株
当
た
り
葉
数
は

平
年
を
下
回
り
ま

し
た
。
根
周
は
平

年
を
下
回
っ
て
経

過
し
ま
し
た
。

　

他
作
物
の
作
業

が
遅
滞
な
く
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
収

穫
作
業
は
早
く
始

ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
順
調
に
進

み
、
収
穫
終
は
平

年
よ
り
早
ま
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
高
温
多
湿
を
好
む
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
終
息
し
つ
つ
あ

る
黄
化
病
の
発
生
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
７
〜
８
月
の
高
温
乾
燥
下
で
ハ
ダ
ニ
の
発
生

密
度
は
急
激
に
高
ま
り
、
一
部
ほ
場
で
は
吸
汁

に
よ
る
葉
身
の
黄
化
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
13
）

　
根
重
、
根
中
糖
分
と
も
に
平
年
を
下
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖

収
量
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
生
育

期
間
中
、
多
照

と
な
り
ま
し
た

が
、
高
温
と
極

度
の
少
雨
は
茎

葉
の
生
育
抑
制
、

根
部
肥
大
の
停

滞
を
招
き
ま
し

た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　
て
ん
さ
い
の
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の

最
低
気
温
は
概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上

旬
か
ら
10
月
上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
２
６

１
℃
、
過
去
20
年
平
均
１
，
２
８
５
℃
）
、
根

中
糖
分
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
根
重
と
茎
葉
重
の
重
量
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
Ｔ

／
Ｒ
比
は
平
年
よ
り
小
さ
い
こ
と
に
注
目
す
る

と
、
生
成
し
た
糖
分
の
貯
蔵
組
織
で
あ
る
根
部

に
比
べ
て
、
茎
葉
部
の
糖
分
生
成
能
力
が
低
い

こ
と
か
ら
、
糖
分
上
昇
が
緩
慢
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。



項目 ㎡当り
穂数（本）

Ｒ３

平年

平年比(%)

728

630

116

１穂粒数
(粒/穂)

26.3

30.5

86

千粒重
(g)

37.4

40.5

92

子実重
(kg/10a)

803

786

102

蛋白
含有率
（％）

11.0

12.2

-1.2pt

※１穂粒数・千粒重2.2mm網上

表４　秋まき小麦（きたほなみ）の収量構成要素
   　　（普及センター作況調査）

項目 は種始

Ｒ４

平年

遅速

は種期 は種終 出芽期

9月3日

9月8日

早5日

9月10日

9月16日

早6日

9月20日

9月27日

早7日

9月22日

9月27日

早5日
※は種作業・出芽期は、きたほなみ・ゆめちからの両方を対象とした

表５　令和４年産秋まき小麦のは種作業・出芽期

写真１　止葉に進展した赤さび病病斑
図１　きたほなみの生育経過

図３　収量増減と容積重の関係
（きたほなみ）

図２　きたほなみ整粒率の年次比較
　　　(令和元年産と３年産の比較)

図４　ゆめちからのタンパク階層分布
（過去４ヶ年）
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３
月
は
温
暖
で
雪
解
け
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

融
雪
期
は
平
年
よ
り
７
日
早
く
、
積
雪
期
間
は

７
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

 

農
耕
期
間
（
４
〜
10
月
）
の
積
算
平
均
気
温

は
３
，
０
５
９
℃
（
平
年
比
１
０
５
％
）
、
日

照
時
間
は
１
，
２
６
０
時
間
（
同
１
１
５
％
）
、

降
水
量
は
５
７
４
㎜
（
同
82
％
）
で
し
た
。

　
記
録
的
な
少
雨
・
暑
さ
と
な
っ
た
６
〜
７
月

は
、
最
高
気
温
30
℃
以
上
の
真
夏
日
が
27
日
連

続
し
た
ほ
か
、
２
ヶ
月
の
降
水
量
は
わ
ず
か
29

㎜
（
ア
メ
ダ
ス
美
瑛
、
平
年
１
９
０
㎜
）
と
な

り
、
異
常
な
高
温
と
乾
燥
は
農
作
物
の
生
育
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
町
内
40
カ
所
の
気
象
セ
ン
サ
の
観
測
で
は
、

６
〜
７
月
の
降
雨
に
地
域
の
偏
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
表
２
）
。

１　
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
３
、
図
１
）

　
融
雪
を
早
く
に
迎
え
、
起
生
期
は
平
年
よ
り

４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
幼
穂
形
成
期
、
止
葉

期
は
平
年
よ
り
２
日
早
か
っ
た
も
の
の
、
５
月

下
旬
は
低
温
寡
照
だ
っ
た
た
め
出
穂
期
は
２
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
、
高
温
多
照
下
で
登
熟
が
急
速
に

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
成
熟
期
は
平
年
よ
り
３
日

早
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
期
間
中
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
低
水
分
子
実
の
施
設
受
入
も
順
調
だ
っ

た
た
め
、
収
穫
終
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
節
間
伸
長
の

旺
盛
な
５
月
の

気
象
は
、
多
雨

寡
照
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
茎
稈

は
長
く
や
や
軟

弱
と
な
り
ま
し

た
。
越
冬
前
の

生
育
は
や
や
旺

盛
で
冬
損
も
な

か
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
を
上
回
っ
て

経
過
し
、
成
熟

期
の
穂
数
は
平

年
よ
り
多
く
な

り
ま
し
た
。
出

穂
か
ら
成
熟
ま

で
の
登
熟
日
数

は
平
年
よ
り
５

日
短
く
な
り
ま

し
た
（
昨
年
38

日
、
平
年
43

日
）
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
越
冬
前
生
育
量
を
確
保
し
、
積
雪
期
間
は
短

か
っ
た
た
め
、
融
雪
後
の
雪
腐
病
の
発
生
は
軽

微
で
し
た
。

　
縞
萎
縮
病
や
立
枯
病
、
眼
紋
病
と
い
っ
た
連

作
で
発
病
リ
ス
ク
の
高
ま
る
土
壌
病
害
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
縞
萎
縮
病
は
道
央
、
道
東

で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
発
生
拡
大
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
出
穂
以
降
、
乾
燥
条
件
に
あ
っ
た
た
め
赤
か

び
病
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
高
温
乾
燥
を
好
む
赤
さ
び
病
は
６
月

下
旬
頃
か
ら
急

速
に
ま
ん
延
し

ま
し
た
（
写
真

１
）
。
赤
か
び

病
に
主
眼
を
置

い
た
薬
剤
選
定

と
防
除
に
差
し

掛
か
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
十

分
な
効
果
を
得

ら
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乾
燥
し
た
環
境
で
し
た
が
、
被
害
を
お
よ
ぼ

す
ほ
ど
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
一
穂
粒
数
や
千
粒
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
穂
数
は
多
く
子
実
重
は
平
年
並
と
な
り

ま
し
た
（
表
４
）
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
デ
ー
タ
の
解
析
で
は
、

令
和
２
年
産
と
同
様
に
、
令
和
元
年
産
に
比
べ

て
整
粒
率
は
低
下
し
ま
し
た
（
図
２
の
点
線
囲

み
）
。

　
前
年
産
か
ら
の
収
量
増
減
と
容
積
重
（
種
実

の
充
実
度
の
め
や
す
）
の
関
係
を
見
る
と
、
両

者
に
比
例
関
係
が
認
め
ら
れ
、
容
積
重
の
低
下

が
減
収
を
招
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
し

た
（
図
３
）
。

　
穂
数
が
多
い
こ
と
で
子
実
重
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
急
激
に
登
熟
が
進
ん
だ
場
合
は
子
実

肥
大
が
不
十
分
と
な
り
、
収
量
を
低
下
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
全
体
的
に

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
産
物

と
同
様
に
、
タ
ン
パ
ク
14
．
１
〜
16
．
０
％
の

生
産
者
が
全
体
の
８
割
を
占
め
ま
し
た
（
図

４
）
。

（
５
）
令
和
４
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

　
　
（
表
５
）

　
昨
年
９
月
上
旬
は
降
雨
が
少
な
く
、
は
種
作

業
は
平
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。

土
壌
水
分
は
低

く
、
出
芽
に
時

間
を
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
は

種
後
の
強
雨
に

よ
り
傾
斜
ほ
場

の
土
砂
流
出
入

や
種
子
の
流
亡

を
生
じ
ま
し
た

が
、
多
く
の
ほ

場
は
目
標
の
葉

数
に
到
達
し
、

越
冬
前
の
生
育

は
概
ね
良
好
で

し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
６
、
図
５
）

　
融
雪
後
の
ほ
場
乾
燥
は
良
好
で
、
は
種
期
、

出
芽
期
は
平
年
よ
り
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
低
温
多
湿

と
な
り
、
低
地
温
や
種
子
腐
敗
に
よ
る
発
芽
障

害
、
出
芽
数
不
足
が
地
域
内
に
散
見
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
２
）
。

　
止
葉
期
お
よ
び
出
穂
期
は
平
年
よ
り
や
や
遅

く
な
り
ま
し
た
が
、
出
穂
以
降
は
著
し
い
高
温

と
多
照
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
育
は
進
み
、
平

年
に
比
べ
６
日
早
い
成
熟
期
と
な
り
ま
し
た
。

登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
７
日
短

い
37
日
で
し
た
。

　

秋
ま
き
小
麦

収
穫
を
早
く
に

終
え
、
春
ま
き

小
麦
の
子
実
水

分
低
下
も
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、

平
年
よ
り
早
く

に
収
穫
作
業
は

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
乾
燥
調
製

施
設
の
受
入
は

順
調
で
、
収
穫

終
は
平
年
よ
り

６
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　

出
芽
数
不
足

だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
の
８
割
ほ
ど

で
経
過
し
、
成

熟
期
穂
数
は
平

年
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
穂
以

降
は
少
雨
で
乾

燥
条
件
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、

稈
長
は
平
年
よ

り
短
く
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
乾
燥
を
好
適
条
件

と
す
る
赤
さ
び
病
が
ま
ん
延
し
ま
し
た
。
発
病

が
重
く
葉
身
の
早
期
枯
れ
上
が
り
を
呈
し
た
場

合
は
、
子
実
肥
大
不
足
を
招
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
千
粒
重
、
一
穂
粒
数
は
平
年
並
も
し
く
は
や

や
多
か
っ
た
が
、
穂
数
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、

子
実
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
（
表
７
）
。

　
登
熟
期
間
は
短
く
、
子
実
肥
大
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
千
粒
重
や
子
実
タ
ン
パ
ク
は

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
実
重
と
容
積
重
の
関
係
を
み
る
と
、
前
年

に
比
べ
容
積
重
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
収
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
図
６
の
点
線
囲
み
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
春

ま
き
小
麦
の
減
収
は
、
子
実
肥
大
不
足
よ
り
も
、

地
域
内
で
広
く
生
じ
た
出
芽
数
不
足
＝
穂
数
不

足
が
原
因
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
８
、
図
７
・
８
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
よ
り
遅
れ
た
も
の

の
、
そ
の
後
の
高
温
多
照
で
、
開
花
始
は
平
年

よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
続
く
少

雨
の
影
響
か
ら
８
月
以
降
の
茎
長
、
着
莢
数
は

平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
特
異
的
な
気
象
経
過
の
結
果
、
開
花

期
後
半
に
主
茎
上
位
節
や
分
枝
に
着
莢
し
た
莢

が
多
く
、
莢
の
登
熟
は
ば
ら
つ
き
、
成
熟
期
は

大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
生
育
期
間
を
通
じ
て
乾
燥
し
た
環
境
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
細
菌
性
病
害
や
灰
色
か
び
病
な

ど
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
や
マ
キ
バ
カ
ス
ミ
カ
メ
に

よ
る
加
害
は
平
年
並
で
し
た
。

　
ほ
場
間
、
ほ
場
内
に
開
花
期
の
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
、
開
花
や
着
莢
を
目
安
と
す
る
病
害
虫

防
除
の
適
期
や
防
除
要
否
の
判
断
が
難
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

 

百
粒
重
は
平

年
を
上
回
っ
た

が
、
着
莢
数
、

一
莢
内
粒
数
と

も
に
平
年
の
７

割
ほ
ど
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
子

実
重
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
（
表

９
）
。

　
気
温
の
低
下

し
た
開
花
期
間

後
半
に
着
莢
数

の
増
加
は
見
ら

れ
た
も
の
の
回

復
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
図

９
）
。

　
着
莢
数
が
少
な
く
養
分
競
合
を
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
百
粒
重
は
平
年
を
上
回
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
射
量
が
低
下
し
、

光
合
成
に
よ
る
同
化
産
物
の
減
少
す
る
開
花
期

間
後
半
に
発
生
し
た
莢
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
、

稔
実
粒
数
＝
一
莢
粒
数
は
平
年
を
下
回
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
温
少
雨
だ
っ
た
昨
年
は
、
大
豆
で
も
同
様

に
開
花
・
着
莢
時
期
の
ば
ら
つ
き
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況

　
　
（
表
10
、
図
10
）

　
植
付
期
は
平
年
並
で
し
た
が
、
そ
の
後
降
雨

が
続
き
、
植
付
終
は
平
年
よ
り
６
日
遅
れ
ま
し

た
。
萌
芽
以
降
、
晴
天
が
続
き
、
着
蕾
期
、
開

花
期
は
平
年
並
、
終
花
期
は
平
年
よ
り
１
日
早

く
な
り
ま
し
た
。

　
少
雨
と
乾
燥
、
水
分
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
終
花

期
を
迎
え
る
前
に
茎
葉
の
萎
れ
や
脱
水
、
複
葉

の
脱
落
な
ど
が
一
部
で
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
終

花
後
の
７

月
下
旬
に

は
最
高
気

温
35
℃
以

上
の
猛
暑

日
が
続
き
、

茎
葉
の
退

緑
、
黄
化

が
急
速
に

進
行
し
、

茎
葉
黄
変

期
は
早
ま
り
ま
し
た
（
写
真
４
）
。

　
地
上
部
生
育
は
、
概
ね
平
年
並
の
茎
数
で
す

が
、
水
分
不
足
か
ら
茎
葉
伸
長
は
抑
制
さ
れ
、

茎
長
は
短
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
期
間
の
大
半
を
高
温
・
乾
燥
し
た
状
態

で
経
過
し
た
た
め
、
低
温
多
湿
や
高
温
多
湿
を

好
適
条
件
と
す
る
疫
病
、
軟
腐
病
の
発
生
は
限

定
的
で
し
た
。

　
一
方
、
地
域
や
品
種
に
よ
っ
て
、
不
整
形
に

変
形
す
る
二
次
生
長
や
土
中
萌
芽
し
た
塊
茎
を

生
じ
、
製
品
率
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
上
い
も
数
、
上
い
も
一
個
重
と
も
に
平
年
を

下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
上

い
も
収
量
お

よ
び
規
格
内

収
量
は
平
年

の
８
割
程
度

に
と
ど
ま
り

ま
し
た
（
表

11
）
。

　
塊
茎
肥
大

に
最
適
な
温

度
は
15
〜
20

℃
で
あ
り
、

25
℃
以
上
に

な
る
と
肥
大

は
抑
制
さ
れ

ま
す
。
塊
茎

形
成
期
、
塊

茎
肥
大
期
を

通
じ
て
気
温

は
高
く
、
連

日
の
強
い
日

射
が
培
土
表

面
、
培
土
内
部
の
温
度
上
昇
を
助
長
し
、
塊
茎

形
成
、
塊
茎
肥
大
を
著
し
く
抑
制
し
た
結
果
、

低
収
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
二
次
生
長
の
発
生
原
因

　
二
次
生
長
は
塊
茎
肥
大
期
の
高
温
乾
燥
で
生

育
が
停
止
し
、
そ
の
後
の
降
雨
な
ど
で
再
び
生

育
を
開
始
す
る
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
高
温
乾
燥

後
の
８
月
上
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
二
次
生

長
の
誘
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
前
に
完
熟
し
た
塊
茎
は
一
定
期

間
萌
芽
・
伸
長
し
な
い
内
生
休
眠
の
状
態
に
あ

り
、
高
温
下
で
休
眠
は
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
前
の
内
生
休
眠
に
あ
っ

た
土
中
の
塊
茎
が
、
高
温
下
で
休
眠
打
破
さ
れ
、

萌
芽
し
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
12
、
図
11
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
断
続

的
な
降
雨
が
あ
り
、

移
植
期
お
よ
び
移

植
終
は
平
年
よ
り

や
や
遅
れ
ま
し
た

が
、
移
植
後
の
活

着
は
良
好
で
し
た
。

　

土
壌
の
乾
燥
が

著
し
く
な
っ
た
７

月
か
ら
茎
葉
の
生

育
は
抑
制
さ
れ
、

草
丈
は
平
年
を
下

回
っ
て
経
過
し
ま

し
た
。
８
月
に
入

る
と
新
葉
の
発
生

と
平
行
し
て
下
葉

の
枯
死
・
脱
落
が

進
み
（
写
真
６
）
、

株
当
た
り
葉
数
は

平
年
を
下
回
り
ま

し
た
。
根
周
は
平

年
を
下
回
っ
て
経

過
し
ま
し
た
。

　

他
作
物
の
作
業

が
遅
滞
な
く
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
収

穫
作
業
は
早
く
始

ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
順
調
に
進

み
、
収
穫
終
は
平

年
よ
り
早
ま
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
高
温
多
湿
を
好
む
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
終
息
し
つ
つ
あ

る
黄
化
病
の
発
生
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
７
〜
８
月
の
高
温
乾
燥
下
で
ハ
ダ
ニ
の
発
生

密
度
は
急
激
に
高
ま
り
、
一
部
ほ
場
で
は
吸
汁

に
よ
る
葉
身
の
黄
化
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
13
）

　
根
重
、
根
中
糖
分
と
も
に
平
年
を
下
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖

収
量
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
生
育

期
間
中
、
多
照

と
な
り
ま
し
た

が
、
高
温
と
極

度
の
少
雨
は
茎

葉
の
生
育
抑
制
、

根
部
肥
大
の
停

滞
を
招
き
ま
し

た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　
て
ん
さ
い
の
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の

最
低
気
温
は
概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上

旬
か
ら
10
月
上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
２
６

１
℃
、
過
去
20
年
平
均
１
，
２
８
５
℃
）
、
根

中
糖
分
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
根
重
と
茎
葉
重
の
重
量
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
Ｔ

／
Ｒ
比
は
平
年
よ
り
小
さ
い
こ
と
に
注
目
す
る

と
、
生
成
し
た
糖
分
の
貯
蔵
組
織
で
あ
る
根
部

に
比
べ
て
、
茎
葉
部
の
糖
分
生
成
能
力
が
低
い

こ
と
か
ら
、
糖
分
上
昇
が
緩
慢
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。



項目 ㎡当り
穂数（本）

Ｒ３

平年

平年比(%)

451

583

77

１穂粒数
(粒/穂)

22.9

21.7

106

千粒重
(g)

41.4

41.6

100

子実重
(kg/10a)

450

537

84

蛋白
含有率
（％）

13.3

13.2

+0.1pt

※１穂粒数・千粒重2.3mm網上

表７　春まき小麦の収量構成要素（普及センター作況調査） 

表６　春まき小麦の生育期節・農作業期 

項目
は種始

4月12日

4月18日

早6日

Ｒ３

平年

遅速

は種期

4月17日

4月21日

早4日

農作業期

は種終

4月27日

4月28日

早1日

出芽期

5月1日

5月4日

早3日

止葉期

6月11日

6月10日

遅1日

出穂期

6月20日

6月19日

遅1日

生育期節

乳熟期

7月10日

7月11日

早1日

成熟期

7月27日

8月2日

早6日

収穫始

7月30日

8月4日

早5日

収穫期

8月2日

8月7日

早5日

収穫期

8月4日

8月10日

早6日

農作業期

図５　春まき小麦の生育経過 写真２　は種１ヶ月後の未出芽種子とその後の出穂期の様子

茎数が少なく
スカスカ

発芽すること
なく腐敗

出芽に
勢いない

図６　収量増減と容積重の関係（春よ恋）　

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）
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３
月
は
温
暖
で
雪
解
け
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

融
雪
期
は
平
年
よ
り
７
日
早
く
、
積
雪
期
間
は

７
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

 

農
耕
期
間
（
４
〜
10
月
）
の
積
算
平
均
気
温

は
３
，
０
５
９
℃
（
平
年
比
１
０
５
％
）
、
日

照
時
間
は
１
，
２
６
０
時
間
（
同
１
１
５
％
）
、

降
水
量
は
５
７
４
㎜
（
同
82
％
）
で
し
た
。

　
記
録
的
な
少
雨
・
暑
さ
と
な
っ
た
６
〜
７
月

は
、
最
高
気
温
30
℃
以
上
の
真
夏
日
が
27
日
連

続
し
た
ほ
か
、
２
ヶ
月
の
降
水
量
は
わ
ず
か
29

㎜
（
ア
メ
ダ
ス
美
瑛
、
平
年
１
９
０
㎜
）
と
な

り
、
異
常
な
高
温
と
乾
燥
は
農
作
物
の
生
育
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
町
内
40
カ
所
の
気
象
セ
ン
サ
の
観
測
で
は
、

６
〜
７
月
の
降
雨
に
地
域
の
偏
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
表
２
）
。

１　
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
３
、
図
１
）

　
融
雪
を
早
く
に
迎
え
、
起
生
期
は
平
年
よ
り

４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
幼
穂
形
成
期
、
止
葉

期
は
平
年
よ
り
２
日
早
か
っ
た
も
の
の
、
５
月

下
旬
は
低
温
寡
照
だ
っ
た
た
め
出
穂
期
は
２
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
、
高
温
多
照
下
で
登
熟
が
急
速
に

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
成
熟
期
は
平
年
よ
り
３
日

早
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
期
間
中
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
低
水
分
子
実
の
施
設
受
入
も
順
調
だ
っ

た
た
め
、
収
穫
終
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
節
間
伸
長
の

旺
盛
な
５
月
の

気
象
は
、
多
雨

寡
照
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
茎
稈

は
長
く
や
や
軟

弱
と
な
り
ま
し

た
。
越
冬
前
の

生
育
は
や
や
旺

盛
で
冬
損
も
な

か
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
を
上
回
っ
て

経
過
し
、
成
熟

期
の
穂
数
は
平

年
よ
り
多
く
な

り
ま
し
た
。
出

穂
か
ら
成
熟
ま

で
の
登
熟
日
数

は
平
年
よ
り
５

日
短
く
な
り
ま

し
た
（
昨
年
38

日
、
平
年
43

日
）
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
越
冬
前
生
育
量
を
確
保
し
、
積
雪
期
間
は
短

か
っ
た
た
め
、
融
雪
後
の
雪
腐
病
の
発
生
は
軽

微
で
し
た
。

　
縞
萎
縮
病
や
立
枯
病
、
眼
紋
病
と
い
っ
た
連

作
で
発
病
リ
ス
ク
の
高
ま
る
土
壌
病
害
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
縞
萎
縮
病
は
道
央
、
道
東

で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
発
生
拡
大
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
出
穂
以
降
、
乾
燥
条
件
に
あ
っ
た
た
め
赤
か

び
病
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
高
温
乾
燥
を
好
む
赤
さ
び
病
は
６
月

下
旬
頃
か
ら
急

速
に
ま
ん
延
し

ま
し
た
（
写
真

１
）
。
赤
か
び

病
に
主
眼
を
置

い
た
薬
剤
選
定

と
防
除
に
差
し

掛
か
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
十

分
な
効
果
を
得

ら
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乾
燥
し
た
環
境
で
し
た
が
、
被
害
を
お
よ
ぼ

す
ほ
ど
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
一
穂
粒
数
や
千
粒
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
穂
数
は
多
く
子
実
重
は
平
年
並
と
な
り

ま
し
た
（
表
４
）
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
デ
ー
タ
の
解
析
で
は
、

令
和
２
年
産
と
同
様
に
、
令
和
元
年
産
に
比
べ

て
整
粒
率
は
低
下
し
ま
し
た
（
図
２
の
点
線
囲

み
）
。

　
前
年
産
か
ら
の
収
量
増
減
と
容
積
重
（
種
実

の
充
実
度
の
め
や
す
）
の
関
係
を
見
る
と
、
両

者
に
比
例
関
係
が
認
め
ら
れ
、
容
積
重
の
低
下

が
減
収
を
招
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
し

た
（
図
３
）
。

　
穂
数
が
多
い
こ
と
で
子
実
重
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
急
激
に
登
熟
が
進
ん
だ
場
合
は
子
実

肥
大
が
不
十
分
と
な
り
、
収
量
を
低
下
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
全
体
的
に

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
産
物

と
同
様
に
、
タ
ン
パ
ク
14
．
１
〜
16
．
０
％
の

生
産
者
が
全
体
の
８
割
を
占
め
ま
し
た
（
図

４
）
。

（
５
）
令
和
４
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

　
　
（
表
５
）

　
昨
年
９
月
上
旬
は
降
雨
が
少
な
く
、
は
種
作

業
は
平
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。

土
壌
水
分
は
低

く
、
出
芽
に
時

間
を
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
は

種
後
の
強
雨
に

よ
り
傾
斜
ほ
場

の
土
砂
流
出
入

や
種
子
の
流
亡

を
生
じ
ま
し
た

が
、
多
く
の
ほ

場
は
目
標
の
葉

数
に
到
達
し
、

越
冬
前
の
生
育

は
概
ね
良
好
で

し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
６
、
図
５
）

　
融
雪
後
の
ほ
場
乾
燥
は
良
好
で
、
は
種
期
、

出
芽
期
は
平
年
よ
り
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
低
温
多
湿

と
な
り
、
低
地
温
や
種
子
腐
敗
に
よ
る
発
芽
障

害
、
出
芽
数
不
足
が
地
域
内
に
散
見
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
２
）
。

　
止
葉
期
お
よ
び
出
穂
期
は
平
年
よ
り
や
や
遅

く
な
り
ま
し
た
が
、
出
穂
以
降
は
著
し
い
高
温

と
多
照
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
育
は
進
み
、
平

年
に
比
べ
６
日
早
い
成
熟
期
と
な
り
ま
し
た
。

登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
７
日
短

い
37
日
で
し
た
。

　

秋
ま
き
小
麦

収
穫
を
早
く
に

終
え
、
春
ま
き

小
麦
の
子
実
水

分
低
下
も
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、

平
年
よ
り
早
く

に
収
穫
作
業
は

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
乾
燥
調
製

施
設
の
受
入
は

順
調
で
、
収
穫

終
は
平
年
よ
り

６
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　

出
芽
数
不
足

だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
の
８
割
ほ
ど

で
経
過
し
、
成

熟
期
穂
数
は
平

年
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
穂
以

降
は
少
雨
で
乾

燥
条
件
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、

稈
長
は
平
年
よ

り
短
く
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
乾
燥
を
好
適
条
件

と
す
る
赤
さ
び
病
が
ま
ん
延
し
ま
し
た
。
発
病

が
重
く
葉
身
の
早
期
枯
れ
上
が
り
を
呈
し
た
場

合
は
、
子
実
肥
大
不
足
を
招
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
千
粒
重
、
一
穂
粒
数
は
平
年
並
も
し
く
は
や

や
多
か
っ
た
が
、
穂
数
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、

子
実
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
（
表
７
）
。

　
登
熟
期
間
は
短
く
、
子
実
肥
大
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
千
粒
重
や
子
実
タ
ン
パ
ク
は

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
実
重
と
容
積
重
の
関
係
を
み
る
と
、
前
年

に
比
べ
容
積
重
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
収
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
図
６
の
点
線
囲
み
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
春

ま
き
小
麦
の
減
収
は
、
子
実
肥
大
不
足
よ
り
も
、

地
域
内
で
広
く
生
じ
た
出
芽
数
不
足
＝
穂
数
不

足
が
原
因
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
８
、
図
７
・
８
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
よ
り
遅
れ
た
も
の

の
、
そ
の
後
の
高
温
多
照
で
、
開
花
始
は
平
年

よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
続
く
少

雨
の
影
響
か
ら
８
月
以
降
の
茎
長
、
着
莢
数
は

平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
特
異
的
な
気
象
経
過
の
結
果
、
開
花

期
後
半
に
主
茎
上
位
節
や
分
枝
に
着
莢
し
た
莢

が
多
く
、
莢
の
登
熟
は
ば
ら
つ
き
、
成
熟
期
は

大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
生
育
期
間
を
通
じ
て
乾
燥
し
た
環
境
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
細
菌
性
病
害
や
灰
色
か
び
病
な

ど
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
や
マ
キ
バ
カ
ス
ミ
カ
メ
に

よ
る
加
害
は
平
年
並
で
し
た
。

　
ほ
場
間
、
ほ
場
内
に
開
花
期
の
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
、
開
花
や
着
莢
を
目
安
と
す
る
病
害
虫

防
除
の
適
期
や
防
除
要
否
の
判
断
が
難
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

 

百
粒
重
は
平

年
を
上
回
っ
た

が
、
着
莢
数
、

一
莢
内
粒
数
と

も
に
平
年
の
７

割
ほ
ど
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
子

実
重
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
（
表

９
）
。

　
気
温
の
低
下

し
た
開
花
期
間

後
半
に
着
莢
数

の
増
加
は
見
ら

れ
た
も
の
の
回

復
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
図

９
）
。

　
着
莢
数
が
少
な
く
養
分
競
合
を
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
百
粒
重
は
平
年
を
上
回
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
射
量
が
低
下
し
、

光
合
成
に
よ
る
同
化
産
物
の
減
少
す
る
開
花
期

間
後
半
に
発
生
し
た
莢
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
、

稔
実
粒
数
＝
一
莢
粒
数
は
平
年
を
下
回
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
温
少
雨
だ
っ
た
昨
年
は
、
大
豆
で
も
同
様

に
開
花
・
着
莢
時
期
の
ば
ら
つ
き
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況

　
　
（
表
10
、
図
10
）

　
植
付
期
は
平
年
並
で
し
た
が
、
そ
の
後
降
雨

が
続
き
、
植
付
終
は
平
年
よ
り
６
日
遅
れ
ま
し

た
。
萌
芽
以
降
、
晴
天
が
続
き
、
着
蕾
期
、
開

花
期
は
平
年
並
、
終
花
期
は
平
年
よ
り
１
日
早

く
な
り
ま
し
た
。

　
少
雨
と
乾
燥
、
水
分
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
終
花

期
を
迎
え
る
前
に
茎
葉
の
萎
れ
や
脱
水
、
複
葉

の
脱
落
な
ど
が
一
部
で
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
終

花
後
の
７

月
下
旬
に

は
最
高
気

温
35
℃
以

上
の
猛
暑

日
が
続
き
、

茎
葉
の
退

緑
、
黄
化

が
急
速
に

進
行
し
、

茎
葉
黄
変

期
は
早
ま
り
ま
し
た
（
写
真
４
）
。

　
地
上
部
生
育
は
、
概
ね
平
年
並
の
茎
数
で
す

が
、
水
分
不
足
か
ら
茎
葉
伸
長
は
抑
制
さ
れ
、

茎
長
は
短
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
期
間
の
大
半
を
高
温
・
乾
燥
し
た
状
態

で
経
過
し
た
た
め
、
低
温
多
湿
や
高
温
多
湿
を

好
適
条
件
と
す
る
疫
病
、
軟
腐
病
の
発
生
は
限

定
的
で
し
た
。

　
一
方
、
地
域
や
品
種
に
よ
っ
て
、
不
整
形
に

変
形
す
る
二
次
生
長
や
土
中
萌
芽
し
た
塊
茎
を

生
じ
、
製
品
率
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
上
い
も
数
、
上
い
も
一
個
重
と
も
に
平
年
を

下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
上

い
も
収
量
お

よ
び
規
格
内

収
量
は
平
年

の
８
割
程
度

に
と
ど
ま
り

ま
し
た
（
表

11
）
。

　
塊
茎
肥
大

に
最
適
な
温

度
は
15
〜
20

℃
で
あ
り
、

25
℃
以
上
に

な
る
と
肥
大

は
抑
制
さ
れ

ま
す
。
塊
茎

形
成
期
、
塊

茎
肥
大
期
を

通
じ
て
気
温

は
高
く
、
連

日
の
強
い
日

射
が
培
土
表

面
、
培
土
内
部
の
温
度
上
昇
を
助
長
し
、
塊
茎

形
成
、
塊
茎
肥
大
を
著
し
く
抑
制
し
た
結
果
、

低
収
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
二
次
生
長
の
発
生
原
因

　
二
次
生
長
は
塊
茎
肥
大
期
の
高
温
乾
燥
で
生

育
が
停
止
し
、
そ
の
後
の
降
雨
な
ど
で
再
び
生

育
を
開
始
す
る
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
高
温
乾
燥

後
の
８
月
上
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
二
次
生

長
の
誘
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
前
に
完
熟
し
た
塊
茎
は
一
定
期

間
萌
芽
・
伸
長
し
な
い
内
生
休
眠
の
状
態
に
あ

り
、
高
温
下
で
休
眠
は
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
前
の
内
生
休
眠
に
あ
っ

た
土
中
の
塊
茎
が
、
高
温
下
で
休
眠
打
破
さ
れ
、

萌
芽
し
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
12
、
図
11
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
断
続

的
な
降
雨
が
あ
り
、

移
植
期
お
よ
び
移

植
終
は
平
年
よ
り

や
や
遅
れ
ま
し
た

が
、
移
植
後
の
活

着
は
良
好
で
し
た
。

　

土
壌
の
乾
燥
が

著
し
く
な
っ
た
７

月
か
ら
茎
葉
の
生

育
は
抑
制
さ
れ
、

草
丈
は
平
年
を
下

回
っ
て
経
過
し
ま

し
た
。
８
月
に
入

る
と
新
葉
の
発
生

と
平
行
し
て
下
葉

の
枯
死
・
脱
落
が

進
み
（
写
真
６
）
、

株
当
た
り
葉
数
は

平
年
を
下
回
り
ま

し
た
。
根
周
は
平

年
を
下
回
っ
て
経

過
し
ま
し
た
。

　

他
作
物
の
作
業

が
遅
滞
な
く
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
収

穫
作
業
は
早
く
始

ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
順
調
に
進

み
、
収
穫
終
は
平

年
よ
り
早
ま
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
高
温
多
湿
を
好
む
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
終
息
し
つ
つ
あ

る
黄
化
病
の
発
生
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
７
〜
８
月
の
高
温
乾
燥
下
で
ハ
ダ
ニ
の
発
生

密
度
は
急
激
に
高
ま
り
、
一
部
ほ
場
で
は
吸
汁

に
よ
る
葉
身
の
黄
化
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
13
）

　
根
重
、
根
中
糖
分
と
も
に
平
年
を
下
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖

収
量
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
生
育

期
間
中
、
多
照

と
な
り
ま
し
た

が
、
高
温
と
極

度
の
少
雨
は
茎

葉
の
生
育
抑
制
、

根
部
肥
大
の
停

滞
を
招
き
ま
し

た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　
て
ん
さ
い
の
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の

最
低
気
温
は
概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上

旬
か
ら
10
月
上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
２
６

１
℃
、
過
去
20
年
平
均
１
，
２
８
５
℃
）
、
根

中
糖
分
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
根
重
と
茎
葉
重
の
重
量
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
Ｔ

／
Ｒ
比
は
平
年
よ
り
小
さ
い
こ
と
に
注
目
す
る

と
、
生
成
し
た
糖
分
の
貯
蔵
組
織
で
あ
る
根
部

に
比
べ
て
、
茎
葉
部
の
糖
分
生
成
能
力
が
低
い

こ
と
か
ら
、
糖
分
上
昇
が
緩
慢
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。



図８　着莢数の推移

表９　小豆の収量構成要素（普及センター作況調査）

項目 ㎡当莢数
(個)

Ｒ３

平年

平年比(%)

229

374

61

一莢内粒数
(粒/莢)

4.4

6.4

69

百粒重
（ｇ）

16.1

12.2

132

子実重
(kg/10a)

172

277

62

項目

農作業期 生育期節 農作業期

は種始

Ｒ３

平年

遅速

は種期 は種終 出芽期 開花期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫終

5月21日

5月18日

遅3日

5月24日

5月23日

遅1日

6月3日

6月1日

遅2日

6月11日

6月7日

遅4日

8月2日

7月25日

遅8日

9月20日

9月12日

遅8日

9月20日

9月20日

±0

10月12日

10月5日

遅7日

10月29日

10月19日

遅10日

表８　小豆の生育期節・農作業期

写真３　昨年確認された異常高温の影響
左：花芽がこぶ状に変形、右：８月末に盛んに開花

写真４　高温と強い日射で枯れ
　　　　上がった茎葉(7月下旬)

図７　小豆の生育経過

図９　８月３半旬以降の気温低下
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３
月
は
温
暖
で
雪
解
け
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

融
雪
期
は
平
年
よ
り
７
日
早
く
、
積
雪
期
間
は

７
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

 

農
耕
期
間
（
４
〜
10
月
）
の
積
算
平
均
気
温

は
３
，
０
５
９
℃
（
平
年
比
１
０
５
％
）
、
日

照
時
間
は
１
，
２
６
０
時
間
（
同
１
１
５
％
）
、

降
水
量
は
５
７
４
㎜
（
同
82
％
）
で
し
た
。

　
記
録
的
な
少
雨
・
暑
さ
と
な
っ
た
６
〜
７
月

は
、
最
高
気
温
30
℃
以
上
の
真
夏
日
が
27
日
連

続
し
た
ほ
か
、
２
ヶ
月
の
降
水
量
は
わ
ず
か
29

㎜
（
ア
メ
ダ
ス
美
瑛
、
平
年
１
９
０
㎜
）
と
な

り
、
異
常
な
高
温
と
乾
燥
は
農
作
物
の
生
育
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
町
内
40
カ
所
の
気
象
セ
ン
サ
の
観
測
で
は
、

６
〜
７
月
の
降
雨
に
地
域
の
偏
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
表
２
）
。

１　
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
３
、
図
１
）

　
融
雪
を
早
く
に
迎
え
、
起
生
期
は
平
年
よ
り

４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
幼
穂
形
成
期
、
止
葉

期
は
平
年
よ
り
２
日
早
か
っ
た
も
の
の
、
５
月

下
旬
は
低
温
寡
照
だ
っ
た
た
め
出
穂
期
は
２
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
、
高
温
多
照
下
で
登
熟
が
急
速
に

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
成
熟
期
は
平
年
よ
り
３
日

早
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
期
間
中
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
低
水
分
子
実
の
施
設
受
入
も
順
調
だ
っ

た
た
め
、
収
穫
終
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
節
間
伸
長
の

旺
盛
な
５
月
の

気
象
は
、
多
雨

寡
照
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
茎
稈

は
長
く
や
や
軟

弱
と
な
り
ま
し

た
。
越
冬
前
の

生
育
は
や
や
旺

盛
で
冬
損
も
な

か
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
を
上
回
っ
て

経
過
し
、
成
熟

期
の
穂
数
は
平

年
よ
り
多
く
な

り
ま
し
た
。
出

穂
か
ら
成
熟
ま

で
の
登
熟
日
数

は
平
年
よ
り
５

日
短
く
な
り
ま

し
た
（
昨
年
38

日
、
平
年
43

日
）
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
越
冬
前
生
育
量
を
確
保
し
、
積
雪
期
間
は
短

か
っ
た
た
め
、
融
雪
後
の
雪
腐
病
の
発
生
は
軽

微
で
し
た
。

　
縞
萎
縮
病
や
立
枯
病
、
眼
紋
病
と
い
っ
た
連

作
で
発
病
リ
ス
ク
の
高
ま
る
土
壌
病
害
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
縞
萎
縮
病
は
道
央
、
道
東

で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
発
生
拡
大
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
出
穂
以
降
、
乾
燥
条
件
に
あ
っ
た
た
め
赤
か

び
病
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
高
温
乾
燥
を
好
む
赤
さ
び
病
は
６
月

下
旬
頃
か
ら
急

速
に
ま
ん
延
し

ま
し
た
（
写
真

１
）
。
赤
か
び

病
に
主
眼
を
置

い
た
薬
剤
選
定

と
防
除
に
差
し

掛
か
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
十

分
な
効
果
を
得

ら
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乾
燥
し
た
環
境
で
し
た
が
、
被
害
を
お
よ
ぼ

す
ほ
ど
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
一
穂
粒
数
や
千
粒
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
穂
数
は
多
く
子
実
重
は
平
年
並
と
な
り

ま
し
た
（
表
４
）
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
デ
ー
タ
の
解
析
で
は
、

令
和
２
年
産
と
同
様
に
、
令
和
元
年
産
に
比
べ

て
整
粒
率
は
低
下
し
ま
し
た
（
図
２
の
点
線
囲

み
）
。

　
前
年
産
か
ら
の
収
量
増
減
と
容
積
重
（
種
実

の
充
実
度
の
め
や
す
）
の
関
係
を
見
る
と
、
両

者
に
比
例
関
係
が
認
め
ら
れ
、
容
積
重
の
低
下

が
減
収
を
招
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
し

た
（
図
３
）
。

　
穂
数
が
多
い
こ
と
で
子
実
重
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
急
激
に
登
熟
が
進
ん
だ
場
合
は
子
実

肥
大
が
不
十
分
と
な
り
、
収
量
を
低
下
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
全
体
的
に

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
産
物

と
同
様
に
、
タ
ン
パ
ク
14
．
１
〜
16
．
０
％
の

生
産
者
が
全
体
の
８
割
を
占
め
ま
し
た
（
図

４
）
。

（
５
）
令
和
４
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

　
　
（
表
５
）

　
昨
年
９
月
上
旬
は
降
雨
が
少
な
く
、
は
種
作

業
は
平
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。

土
壌
水
分
は
低

く
、
出
芽
に
時

間
を
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
は

種
後
の
強
雨
に

よ
り
傾
斜
ほ
場

の
土
砂
流
出
入

や
種
子
の
流
亡

を
生
じ
ま
し
た

が
、
多
く
の
ほ

場
は
目
標
の
葉

数
に
到
達
し
、

越
冬
前
の
生
育

は
概
ね
良
好
で

し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
６
、
図
５
）

　
融
雪
後
の
ほ
場
乾
燥
は
良
好
で
、
は
種
期
、

出
芽
期
は
平
年
よ
り
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
低
温
多
湿

と
な
り
、
低
地
温
や
種
子
腐
敗
に
よ
る
発
芽
障

害
、
出
芽
数
不
足
が
地
域
内
に
散
見
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
２
）
。

　
止
葉
期
お
よ
び
出
穂
期
は
平
年
よ
り
や
や
遅

く
な
り
ま
し
た
が
、
出
穂
以
降
は
著
し
い
高
温

と
多
照
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
育
は
進
み
、
平

年
に
比
べ
６
日
早
い
成
熟
期
と
な
り
ま
し
た
。

登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
７
日
短

い
37
日
で
し
た
。

　

秋
ま
き
小
麦

収
穫
を
早
く
に

終
え
、
春
ま
き

小
麦
の
子
実
水

分
低
下
も
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、

平
年
よ
り
早
く

に
収
穫
作
業
は

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
乾
燥
調
製

施
設
の
受
入
は

順
調
で
、
収
穫

終
は
平
年
よ
り

６
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　

出
芽
数
不
足

だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
の
８
割
ほ
ど

で
経
過
し
、
成

熟
期
穂
数
は
平

年
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
穂
以

降
は
少
雨
で
乾

燥
条
件
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、

稈
長
は
平
年
よ

り
短
く
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
乾
燥
を
好
適
条
件

と
す
る
赤
さ
び
病
が
ま
ん
延
し
ま
し
た
。
発
病

が
重
く
葉
身
の
早
期
枯
れ
上
が
り
を
呈
し
た
場

合
は
、
子
実
肥
大
不
足
を
招
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
千
粒
重
、
一
穂
粒
数
は
平
年
並
も
し
く
は
や

や
多
か
っ
た
が
、
穂
数
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、

子
実
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
（
表
７
）
。

　
登
熟
期
間
は
短
く
、
子
実
肥
大
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
千
粒
重
や
子
実
タ
ン
パ
ク
は

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
実
重
と
容
積
重
の
関
係
を
み
る
と
、
前
年

に
比
べ
容
積
重
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
収
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
図
６
の
点
線
囲
み
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
春

ま
き
小
麦
の
減
収
は
、
子
実
肥
大
不
足
よ
り
も
、

地
域
内
で
広
く
生
じ
た
出
芽
数
不
足
＝
穂
数
不

足
が
原
因
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
８
、
図
７
・
８
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
よ
り
遅
れ
た
も
の

の
、
そ
の
後
の
高
温
多
照
で
、
開
花
始
は
平
年

よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
続
く
少

雨
の
影
響
か
ら
８
月
以
降
の
茎
長
、
着
莢
数
は

平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
特
異
的
な
気
象
経
過
の
結
果
、
開
花

期
後
半
に
主
茎
上
位
節
や
分
枝
に
着
莢
し
た
莢

が
多
く
、
莢
の
登
熟
は
ば
ら
つ
き
、
成
熟
期
は

大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
生
育
期
間
を
通
じ
て
乾
燥
し
た
環
境
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
細
菌
性
病
害
や
灰
色
か
び
病
な

ど
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
や
マ
キ
バ
カ
ス
ミ
カ
メ
に

よ
る
加
害
は
平
年
並
で
し
た
。

　
ほ
場
間
、
ほ
場
内
に
開
花
期
の
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
、
開
花
や
着
莢
を
目
安
と
す
る
病
害
虫

防
除
の
適
期
や
防
除
要
否
の
判
断
が
難
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

 

百
粒
重
は
平

年
を
上
回
っ
た

が
、
着
莢
数
、

一
莢
内
粒
数
と

も
に
平
年
の
７

割
ほ
ど
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
子

実
重
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
（
表

９
）
。

　
気
温
の
低
下

し
た
開
花
期
間

後
半
に
着
莢
数

の
増
加
は
見
ら

れ
た
も
の
の
回

復
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
図

９
）
。

　
着
莢
数
が
少
な
く
養
分
競
合
を
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
百
粒
重
は
平
年
を
上
回
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
射
量
が
低
下
し
、

光
合
成
に
よ
る
同
化
産
物
の
減
少
す
る
開
花
期

間
後
半
に
発
生
し
た
莢
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
、

稔
実
粒
数
＝
一
莢
粒
数
は
平
年
を
下
回
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
温
少
雨
だ
っ
た
昨
年
は
、
大
豆
で
も
同
様

に
開
花
・
着
莢
時
期
の
ば
ら
つ
き
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況

　
　
（
表
10
、
図
10
）

　
植
付
期
は
平
年
並
で
し
た
が
、
そ
の
後
降
雨

が
続
き
、
植
付
終
は
平
年
よ
り
６
日
遅
れ
ま
し

た
。
萌
芽
以
降
、
晴
天
が
続
き
、
着
蕾
期
、
開

花
期
は
平
年
並
、
終
花
期
は
平
年
よ
り
１
日
早

く
な
り
ま
し
た
。

　
少
雨
と
乾
燥
、
水
分
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
終
花

期
を
迎
え
る
前
に
茎
葉
の
萎
れ
や
脱
水
、
複
葉

の
脱
落
な
ど
が
一
部
で
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
終

花
後
の
７

月
下
旬
に

は
最
高
気

温
35
℃
以

上
の
猛
暑

日
が
続
き
、

茎
葉
の
退

緑
、
黄
化

が
急
速
に

進
行
し
、

茎
葉
黄
変

期
は
早
ま
り
ま
し
た
（
写
真
４
）
。

　
地
上
部
生
育
は
、
概
ね
平
年
並
の
茎
数
で
す

が
、
水
分
不
足
か
ら
茎
葉
伸
長
は
抑
制
さ
れ
、

茎
長
は
短
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
期
間
の
大
半
を
高
温
・
乾
燥
し
た
状
態

で
経
過
し
た
た
め
、
低
温
多
湿
や
高
温
多
湿
を

好
適
条
件
と
す
る
疫
病
、
軟
腐
病
の
発
生
は
限

定
的
で
し
た
。

　
一
方
、
地
域
や
品
種
に
よ
っ
て
、
不
整
形
に

変
形
す
る
二
次
生
長
や
土
中
萌
芽
し
た
塊
茎
を

生
じ
、
製
品
率
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
上
い
も
数
、
上
い
も
一
個
重
と
も
に
平
年
を

下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
上

い
も
収
量
お

よ
び
規
格
内

収
量
は
平
年

の
８
割
程
度

に
と
ど
ま
り

ま
し
た
（
表

11
）
。

　
塊
茎
肥
大

に
最
適
な
温

度
は
15
〜
20

℃
で
あ
り
、

25
℃
以
上
に

な
る
と
肥
大

は
抑
制
さ
れ

ま
す
。
塊
茎

形
成
期
、
塊

茎
肥
大
期
を

通
じ
て
気
温

は
高
く
、
連

日
の
強
い
日

射
が
培
土
表

面
、
培
土
内
部
の
温
度
上
昇
を
助
長
し
、
塊
茎

形
成
、
塊
茎
肥
大
を
著
し
く
抑
制
し
た
結
果
、

低
収
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
二
次
生
長
の
発
生
原
因

　
二
次
生
長
は
塊
茎
肥
大
期
の
高
温
乾
燥
で
生

育
が
停
止
し
、
そ
の
後
の
降
雨
な
ど
で
再
び
生

育
を
開
始
す
る
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
高
温
乾
燥

後
の
８
月
上
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
二
次
生

長
の
誘
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
前
に
完
熟
し
た
塊
茎
は
一
定
期

間
萌
芽
・
伸
長
し
な
い
内
生
休
眠
の
状
態
に
あ

り
、
高
温
下
で
休
眠
は
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
前
の
内
生
休
眠
に
あ
っ

た
土
中
の
塊
茎
が
、
高
温
下
で
休
眠
打
破
さ
れ
、

萌
芽
し
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
12
、
図
11
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
断
続

的
な
降
雨
が
あ
り
、

移
植
期
お
よ
び
移

植
終
は
平
年
よ
り

や
や
遅
れ
ま
し
た

が
、
移
植
後
の
活

着
は
良
好
で
し
た
。

　

土
壌
の
乾
燥
が

著
し
く
な
っ
た
７

月
か
ら
茎
葉
の
生

育
は
抑
制
さ
れ
、

草
丈
は
平
年
を
下

回
っ
て
経
過
し
ま

し
た
。
８
月
に
入

る
と
新
葉
の
発
生

と
平
行
し
て
下
葉

の
枯
死
・
脱
落
が

進
み
（
写
真
６
）
、

株
当
た
り
葉
数
は

平
年
を
下
回
り
ま

し
た
。
根
周
は
平

年
を
下
回
っ
て
経

過
し
ま
し
た
。

　

他
作
物
の
作
業

が
遅
滞
な
く
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
収

穫
作
業
は
早
く
始

ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
順
調
に
進

み
、
収
穫
終
は
平

年
よ
り
早
ま
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
高
温
多
湿
を
好
む
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
終
息
し
つ
つ
あ

る
黄
化
病
の
発
生
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
７
〜
８
月
の
高
温
乾
燥
下
で
ハ
ダ
ニ
の
発
生

密
度
は
急
激
に
高
ま
り
、
一
部
ほ
場
で
は
吸
汁

に
よ
る
葉
身
の
黄
化
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
13
）

　
根
重
、
根
中
糖
分
と
も
に
平
年
を
下
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖

収
量
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
生
育

期
間
中
、
多
照

と
な
り
ま
し
た

が
、
高
温
と
極

度
の
少
雨
は
茎

葉
の
生
育
抑
制
、

根
部
肥
大
の
停

滞
を
招
き
ま
し

た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　
て
ん
さ
い
の
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の

最
低
気
温
は
概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上

旬
か
ら
10
月
上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
２
６

１
℃
、
過
去
20
年
平
均
１
，
２
８
５
℃
）
、
根

中
糖
分
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
根
重
と
茎
葉
重
の
重
量
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
Ｔ

／
Ｒ
比
は
平
年
よ
り
小
さ
い
こ
と
に
注
目
す
る

と
、
生
成
し
た
糖
分
の
貯
蔵
組
織
で
あ
る
根
部

に
比
べ
て
、
茎
葉
部
の
糖
分
生
成
能
力
が
低
い

こ
と
か
ら
、
糖
分
上
昇
が
緩
慢
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。



表12　てんさい農作業期

Ｒ３
平年
遅速

移　　植 収　　穫

3月20日
3月21日
早1日

出芽期

3月14日
3月15日
早1日

は種期
始

4月27日
4月30日
早3日

期
5月7日
5月5日
遅2日

終
5月15日
5月14日
遅1日

始
10月1日
10月12日
早11日

期
10月14日
10月21日
早7日

終
10月25日
10月30日
早5日

表10　農作業期（全品種対象）と生育期節（男爵薯）

植付始

4月24日

4月28日

早4日

Ｒ３

平年

遅速

植付期

5月8日

5月8日

±0

農作業期

植付終

5月20日

5月18日

遅2日

萌芽期

5月29日

5月28日

遅1日

着蕾期

6月15日

6月14日

遅1日

開花期

6月28日

6月29日

早1日

生育期節

終花期

7月13日

7月14日

早1日

茎葉黄変期

8月2日

8月7日

早5日

収穫始

8月27日

8月24日

遅3日

収穫期

9月15日

9月14日

遅1日

収穫終

10月1日

10月6日

早5日

農作業期

項目
株当上いも数
(個/株)

Ｒ３

平年

平年比(%)

8.4 

10.1 

83 

上いも１個重
(g/個)

76 

91 

84 

上いも収量
(kg/10a)

2,687

4,178

64 

規格内収量
(kg/10a)

2,470

3,970

62 

でん粉価
（％）

16.2 

15.0 

+1.2pt

表11　ばれいしょの収量構成要素（男爵薯・普及センター作況調査）

写真５　昨年確認された異常高温の影響
左：１株の大半が二次生長、右：土中萌芽

図10　ばれいしょの生育経過

13

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

　
３
月
は
温
暖
で
雪
解
け
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

融
雪
期
は
平
年
よ
り
７
日
早
く
、
積
雪
期
間
は

７
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

 

農
耕
期
間
（
４
〜
10
月
）
の
積
算
平
均
気
温

は
３
，
０
５
９
℃
（
平
年
比
１
０
５
％
）
、
日

照
時
間
は
１
，
２
６
０
時
間
（
同
１
１
５
％
）
、

降
水
量
は
５
７
４
㎜
（
同
82
％
）
で
し
た
。

　
記
録
的
な
少
雨
・
暑
さ
と
な
っ
た
６
〜
７
月

は
、
最
高
気
温
30
℃
以
上
の
真
夏
日
が
27
日
連

続
し
た
ほ
か
、
２
ヶ
月
の
降
水
量
は
わ
ず
か
29

㎜
（
ア
メ
ダ
ス
美
瑛
、
平
年
１
９
０
㎜
）
と
な

り
、
異
常
な
高
温
と
乾
燥
は
農
作
物
の
生
育
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
町
内
40
カ
所
の
気
象
セ
ン
サ
の
観
測
で
は
、

６
〜
７
月
の
降
雨
に
地
域
の
偏
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
表
２
）
。

１　
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
３
、
図
１
）

　
融
雪
を
早
く
に
迎
え
、
起
生
期
は
平
年
よ
り

４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
幼
穂
形
成
期
、
止
葉

期
は
平
年
よ
り
２
日
早
か
っ
た
も
の
の
、
５
月

下
旬
は
低
温
寡
照
だ
っ
た
た
め
出
穂
期
は
２
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
、
高
温
多
照
下
で
登
熟
が
急
速
に

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
成
熟
期
は
平
年
よ
り
３
日

早
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
期
間
中
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
低
水
分
子
実
の
施
設
受
入
も
順
調
だ
っ

た
た
め
、
収
穫
終
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
節
間
伸
長
の

旺
盛
な
５
月
の

気
象
は
、
多
雨

寡
照
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
茎
稈

は
長
く
や
や
軟

弱
と
な
り
ま
し

た
。
越
冬
前
の

生
育
は
や
や
旺

盛
で
冬
損
も
な

か
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
を
上
回
っ
て

経
過
し
、
成
熟

期
の
穂
数
は
平

年
よ
り
多
く
な

り
ま
し
た
。
出

穂
か
ら
成
熟
ま

で
の
登
熟
日
数

は
平
年
よ
り
５

日
短
く
な
り
ま

し
た
（
昨
年
38

日
、
平
年
43

日
）
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
越
冬
前
生
育
量
を
確
保
し
、
積
雪
期
間
は
短

か
っ
た
た
め
、
融
雪
後
の
雪
腐
病
の
発
生
は
軽

微
で
し
た
。

　
縞
萎
縮
病
や
立
枯
病
、
眼
紋
病
と
い
っ
た
連

作
で
発
病
リ
ス
ク
の
高
ま
る
土
壌
病
害
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
縞
萎
縮
病
は
道
央
、
道
東

で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
発
生
拡
大
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
出
穂
以
降
、
乾
燥
条
件
に
あ
っ
た
た
め
赤
か

び
病
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
高
温
乾
燥
を
好
む
赤
さ
び
病
は
６
月

下
旬
頃
か
ら
急

速
に
ま
ん
延
し

ま
し
た
（
写
真

１
）
。
赤
か
び

病
に
主
眼
を
置

い
た
薬
剤
選
定

と
防
除
に
差
し

掛
か
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
十

分
な
効
果
を
得

ら
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乾
燥
し
た
環
境
で
し
た
が
、
被
害
を
お
よ
ぼ

す
ほ
ど
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
一
穂
粒
数
や
千
粒
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
穂
数
は
多
く
子
実
重
は
平
年
並
と
な
り

ま
し
た
（
表
４
）
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
デ
ー
タ
の
解
析
で
は
、

令
和
２
年
産
と
同
様
に
、
令
和
元
年
産
に
比
べ

て
整
粒
率
は
低
下
し
ま
し
た
（
図
２
の
点
線
囲

み
）
。

　
前
年
産
か
ら
の
収
量
増
減
と
容
積
重
（
種
実

の
充
実
度
の
め
や
す
）
の
関
係
を
見
る
と
、
両

者
に
比
例
関
係
が
認
め
ら
れ
、
容
積
重
の
低
下

が
減
収
を
招
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
し

た
（
図
３
）
。

　
穂
数
が
多
い
こ
と
で
子
実
重
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
急
激
に
登
熟
が
進
ん
だ
場
合
は
子
実

肥
大
が
不
十
分
と
な
り
、
収
量
を
低
下
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
全
体
的
に

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
産
物

と
同
様
に
、
タ
ン
パ
ク
14
．
１
〜
16
．
０
％
の

生
産
者
が
全
体
の
８
割
を
占
め
ま
し
た
（
図

４
）
。

（
５
）
令
和
４
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

　
　
（
表
５
）

　
昨
年
９
月
上
旬
は
降
雨
が
少
な
く
、
は
種
作

業
は
平
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。

土
壌
水
分
は
低

く
、
出
芽
に
時

間
を
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
は

種
後
の
強
雨
に

よ
り
傾
斜
ほ
場

の
土
砂
流
出
入

や
種
子
の
流
亡

を
生
じ
ま
し
た

が
、
多
く
の
ほ

場
は
目
標
の
葉

数
に
到
達
し
、

越
冬
前
の
生
育

は
概
ね
良
好
で

し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
６
、
図
５
）

　
融
雪
後
の
ほ
場
乾
燥
は
良
好
で
、
は
種
期
、

出
芽
期
は
平
年
よ
り
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
低
温
多
湿

と
な
り
、
低
地
温
や
種
子
腐
敗
に
よ
る
発
芽
障

害
、
出
芽
数
不
足
が
地
域
内
に
散
見
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
２
）
。

　
止
葉
期
お
よ
び
出
穂
期
は
平
年
よ
り
や
や
遅

く
な
り
ま
し
た
が
、
出
穂
以
降
は
著
し
い
高
温

と
多
照
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
育
は
進
み
、
平

年
に
比
べ
６
日
早
い
成
熟
期
と
な
り
ま
し
た
。

登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
７
日
短

い
37
日
で
し
た
。

　

秋
ま
き
小
麦

収
穫
を
早
く
に

終
え
、
春
ま
き

小
麦
の
子
実
水

分
低
下
も
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、

平
年
よ
り
早
く

に
収
穫
作
業
は

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
乾
燥
調
製

施
設
の
受
入
は

順
調
で
、
収
穫

終
は
平
年
よ
り

６
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　

出
芽
数
不
足

だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
の
８
割
ほ
ど

で
経
過
し
、
成

熟
期
穂
数
は
平

年
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
穂
以

降
は
少
雨
で
乾

燥
条
件
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、

稈
長
は
平
年
よ

り
短
く
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
乾
燥
を
好
適
条
件

と
す
る
赤
さ
び
病
が
ま
ん
延
し
ま
し
た
。
発
病

が
重
く
葉
身
の
早
期
枯
れ
上
が
り
を
呈
し
た
場

合
は
、
子
実
肥
大
不
足
を
招
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
千
粒
重
、
一
穂
粒
数
は
平
年
並
も
し
く
は
や

や
多
か
っ
た
が
、
穂
数
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、

子
実
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
（
表
７
）
。

　
登
熟
期
間
は
短
く
、
子
実
肥
大
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
千
粒
重
や
子
実
タ
ン
パ
ク
は

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
実
重
と
容
積
重
の
関
係
を
み
る
と
、
前
年

に
比
べ
容
積
重
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
収
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
図
６
の
点
線
囲
み
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
春

ま
き
小
麦
の
減
収
は
、
子
実
肥
大
不
足
よ
り
も
、

地
域
内
で
広
く
生
じ
た
出
芽
数
不
足
＝
穂
数
不

足
が
原
因
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
８
、
図
７
・
８
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
よ
り
遅
れ
た
も
の

の
、
そ
の
後
の
高
温
多
照
で
、
開
花
始
は
平
年

よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
続
く
少

雨
の
影
響
か
ら
８
月
以
降
の
茎
長
、
着
莢
数
は

平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
特
異
的
な
気
象
経
過
の
結
果
、
開
花

期
後
半
に
主
茎
上
位
節
や
分
枝
に
着
莢
し
た
莢

が
多
く
、
莢
の
登
熟
は
ば
ら
つ
き
、
成
熟
期
は

大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
生
育
期
間
を
通
じ
て
乾
燥
し
た
環
境
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
細
菌
性
病
害
や
灰
色
か
び
病
な

ど
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
や
マ
キ
バ
カ
ス
ミ
カ
メ
に

よ
る
加
害
は
平
年
並
で
し
た
。

　
ほ
場
間
、
ほ
場
内
に
開
花
期
の
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
、
開
花
や
着
莢
を
目
安
と
す
る
病
害
虫

防
除
の
適
期
や
防
除
要
否
の
判
断
が
難
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

 

百
粒
重
は
平

年
を
上
回
っ
た

が
、
着
莢
数
、

一
莢
内
粒
数
と

も
に
平
年
の
７

割
ほ
ど
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
子

実
重
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
（
表

９
）
。

　
気
温
の
低
下

し
た
開
花
期
間

後
半
に
着
莢
数

の
増
加
は
見
ら

れ
た
も
の
の
回

復
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
図

９
）
。

　
着
莢
数
が
少
な
く
養
分
競
合
を
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
百
粒
重
は
平
年
を
上
回
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
射
量
が
低
下
し
、

光
合
成
に
よ
る
同
化
産
物
の
減
少
す
る
開
花
期

間
後
半
に
発
生
し
た
莢
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
、

稔
実
粒
数
＝
一
莢
粒
数
は
平
年
を
下
回
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
温
少
雨
だ
っ
た
昨
年
は
、
大
豆
で
も
同
様

に
開
花
・
着
莢
時
期
の
ば
ら
つ
き
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況

　
　
（
表
10
、
図
10
）

　
植
付
期
は
平
年
並
で
し
た
が
、
そ
の
後
降
雨

が
続
き
、
植
付
終
は
平
年
よ
り
６
日
遅
れ
ま
し

た
。
萌
芽
以
降
、
晴
天
が
続
き
、
着
蕾
期
、
開

花
期
は
平
年
並
、
終
花
期
は
平
年
よ
り
１
日
早

く
な
り
ま
し
た
。

　
少
雨
と
乾
燥
、
水
分
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
終
花

期
を
迎
え
る
前
に
茎
葉
の
萎
れ
や
脱
水
、
複
葉

の
脱
落
な
ど
が
一
部
で
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
終

花
後
の
７

月
下
旬
に

は
最
高
気

温
35
℃
以

上
の
猛
暑

日
が
続
き
、

茎
葉
の
退

緑
、
黄
化

が
急
速
に

進
行
し
、

茎
葉
黄
変

期
は
早
ま
り
ま
し
た
（
写
真
４
）
。

　
地
上
部
生
育
は
、
概
ね
平
年
並
の
茎
数
で
す

が
、
水
分
不
足
か
ら
茎
葉
伸
長
は
抑
制
さ
れ
、

茎
長
は
短
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
期
間
の
大
半
を
高
温
・
乾
燥
し
た
状
態

で
経
過
し
た
た
め
、
低
温
多
湿
や
高
温
多
湿
を

好
適
条
件
と
す
る
疫
病
、
軟
腐
病
の
発
生
は
限

定
的
で
し
た
。

　
一
方
、
地
域
や
品
種
に
よ
っ
て
、
不
整
形
に

変
形
す
る
二
次
生
長
や
土
中
萌
芽
し
た
塊
茎
を

生
じ
、
製
品
率
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
上
い
も
数
、
上
い
も
一
個
重
と
も
に
平
年
を

下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
上

い
も
収
量
お

よ
び
規
格
内

収
量
は
平
年

の
８
割
程
度

に
と
ど
ま
り

ま
し
た
（
表

11
）
。

　
塊
茎
肥
大

に
最
適
な
温

度
は
15
〜
20

℃
で
あ
り
、

25
℃
以
上
に

な
る
と
肥
大

は
抑
制
さ
れ

ま
す
。
塊
茎

形
成
期
、
塊

茎
肥
大
期
を

通
じ
て
気
温

は
高
く
、
連

日
の
強
い
日

射
が
培
土
表

面
、
培
土
内
部
の
温
度
上
昇
を
助
長
し
、
塊
茎

形
成
、
塊
茎
肥
大
を
著
し
く
抑
制
し
た
結
果
、

低
収
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
二
次
生
長
の
発
生
原
因

　
二
次
生
長
は
塊
茎
肥
大
期
の
高
温
乾
燥
で
生

育
が
停
止
し
、
そ
の
後
の
降
雨
な
ど
で
再
び
生

育
を
開
始
す
る
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
高
温
乾
燥

後
の
８
月
上
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
二
次
生

長
の
誘
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
前
に
完
熟
し
た
塊
茎
は
一
定
期

間
萌
芽
・
伸
長
し
な
い
内
生
休
眠
の
状
態
に
あ

り
、
高
温
下
で
休
眠
は
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
前
の
内
生
休
眠
に
あ
っ

た
土
中
の
塊
茎
が
、
高
温
下
で
休
眠
打
破
さ
れ
、

萌
芽
し
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
12
、
図
11
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
断
続

的
な
降
雨
が
あ
り
、

移
植
期
お
よ
び
移

植
終
は
平
年
よ
り

や
や
遅
れ
ま
し
た

が
、
移
植
後
の
活

着
は
良
好
で
し
た
。

　

土
壌
の
乾
燥
が

著
し
く
な
っ
た
７

月
か
ら
茎
葉
の
生

育
は
抑
制
さ
れ
、

草
丈
は
平
年
を
下

回
っ
て
経
過
し
ま

し
た
。
８
月
に
入

る
と
新
葉
の
発
生

と
平
行
し
て
下
葉

の
枯
死
・
脱
落
が

進
み
（
写
真
６
）
、

株
当
た
り
葉
数
は

平
年
を
下
回
り
ま

し
た
。
根
周
は
平

年
を
下
回
っ
て
経

過
し
ま
し
た
。

　

他
作
物
の
作
業

が
遅
滞
な
く
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
収

穫
作
業
は
早
く
始

ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
順
調
に
進

み
、
収
穫
終
は
平

年
よ
り
早
ま
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
高
温
多
湿
を
好
む
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
終
息
し
つ
つ
あ

る
黄
化
病
の
発
生
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
７
〜
８
月
の
高
温
乾
燥
下
で
ハ
ダ
ニ
の
発
生

密
度
は
急
激
に
高
ま
り
、
一
部
ほ
場
で
は
吸
汁

に
よ
る
葉
身
の
黄
化
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
13
）

　
根
重
、
根
中
糖
分
と
も
に
平
年
を
下
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖

収
量
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
生
育

期
間
中
、
多
照

と
な
り
ま
し
た

が
、
高
温
と
極

度
の
少
雨
は
茎

葉
の
生
育
抑
制
、

根
部
肥
大
の
停

滞
を
招
き
ま
し

た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　
て
ん
さ
い
の
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の

最
低
気
温
は
概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上

旬
か
ら
10
月
上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
２
６

１
℃
、
過
去
20
年
平
均
１
，
２
８
５
℃
）
、
根

中
糖
分
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
根
重
と
茎
葉
重
の
重
量
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
Ｔ

／
Ｒ
比
は
平
年
よ
り
小
さ
い
こ
と
に
注
目
す
る

と
、
生
成
し
た
糖
分
の
貯
蔵
組
織
で
あ
る
根
部

に
比
べ
て
、
茎
葉
部
の
糖
分
生
成
能
力
が
低
い

こ
と
か
ら
、
糖
分
上
昇
が
緩
慢
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。



写真１　草丈1メートルで出穂
　(令和３年８月)　

年次 根重
（kg/10a)

Ｒ３

平年

平年比

7,218

7,868

92

根中糖分
（％）

15.8

16.9

93

糖量
（kg/10a)

1,140

1,330

86

Ｔ/Ｒ比

51.0

63.4

80

表13　てんさいの収量状況(普及センター作況調査)    

写真６　下葉の枯れ上がり 図11　てんさいの生育経過

図12　過去20年の積算最低気温と根中糖分
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野野

菜菜

　
３
月
は
温
暖
で
雪
解
け
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

融
雪
期
は
平
年
よ
り
７
日
早
く
、
積
雪
期
間
は

７
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

 

農
耕
期
間
（
４
〜
10
月
）
の
積
算
平
均
気
温

は
３
，
０
５
９
℃
（
平
年
比
１
０
５
％
）
、
日

照
時
間
は
１
，
２
６
０
時
間
（
同
１
１
５
％
）
、

降
水
量
は
５
７
４
㎜
（
同
82
％
）
で
し
た
。

　
記
録
的
な
少
雨
・
暑
さ
と
な
っ
た
６
〜
７
月

は
、
最
高
気
温
30
℃
以
上
の
真
夏
日
が
27
日
連

続
し
た
ほ
か
、
２
ヶ
月
の
降
水
量
は
わ
ず
か
29

㎜
（
ア
メ
ダ
ス
美
瑛
、
平
年
１
９
０
㎜
）
と
な

り
、
異
常
な
高
温
と
乾
燥
は
農
作
物
の
生
育
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
町
内
40
カ
所
の
気
象
セ
ン
サ
の
観
測
で
は
、

６
〜
７
月
の
降
雨
に
地
域
の
偏
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
表
２
）
。

１　
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
３
、
図
１
）

　
融
雪
を
早
く
に
迎
え
、
起
生
期
は
平
年
よ
り

４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
幼
穂
形
成
期
、
止
葉

期
は
平
年
よ
り
２
日
早
か
っ
た
も
の
の
、
５
月

下
旬
は
低
温
寡
照
だ
っ
た
た
め
出
穂
期
は
２
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
、
高
温
多
照
下
で
登
熟
が
急
速
に

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
成
熟
期
は
平
年
よ
り
３
日

早
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
期
間
中
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
低
水
分
子
実
の
施
設
受
入
も
順
調
だ
っ

た
た
め
、
収
穫
終
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
節
間
伸
長
の

旺
盛
な
５
月
の

気
象
は
、
多
雨

寡
照
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
茎
稈

は
長
く
や
や
軟

弱
と
な
り
ま
し

た
。
越
冬
前
の

生
育
は
や
や
旺

盛
で
冬
損
も
な

か
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
を
上
回
っ
て

経
過
し
、
成
熟

期
の
穂
数
は
平

年
よ
り
多
く
な

り
ま
し
た
。
出

穂
か
ら
成
熟
ま

で
の
登
熟
日
数

は
平
年
よ
り
５

日
短
く
な
り
ま

し
た
（
昨
年
38

日
、
平
年
43

日
）
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
越
冬
前
生
育
量
を
確
保
し
、
積
雪
期
間
は
短

か
っ
た
た
め
、
融
雪
後
の
雪
腐
病
の
発
生
は
軽

微
で
し
た
。

　
縞
萎
縮
病
や
立
枯
病
、
眼
紋
病
と
い
っ
た
連

作
で
発
病
リ
ス
ク
の
高
ま
る
土
壌
病
害
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
縞
萎
縮
病
は
道
央
、
道
東

で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
発
生
拡
大
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
出
穂
以
降
、
乾
燥
条
件
に
あ
っ
た
た
め
赤
か

び
病
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
高
温
乾
燥
を
好
む
赤
さ
び
病
は
６
月

下
旬
頃
か
ら
急

速
に
ま
ん
延
し

ま
し
た
（
写
真

１
）
。
赤
か
び

病
に
主
眼
を
置

い
た
薬
剤
選
定

と
防
除
に
差
し

掛
か
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
十

分
な
効
果
を
得

ら
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乾
燥
し
た
環
境
で
し
た
が
、
被
害
を
お
よ
ぼ

す
ほ
ど
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
一
穂
粒
数
や
千
粒
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
穂
数
は
多
く
子
実
重
は
平
年
並
と
な
り

ま
し
た
（
表
４
）
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
デ
ー
タ
の
解
析
で
は
、

令
和
２
年
産
と
同
様
に
、
令
和
元
年
産
に
比
べ

て
整
粒
率
は
低
下
し
ま
し
た
（
図
２
の
点
線
囲

み
）
。

　
前
年
産
か
ら
の
収
量
増
減
と
容
積
重
（
種
実

の
充
実
度
の
め
や
す
）
の
関
係
を
見
る
と
、
両

者
に
比
例
関
係
が
認
め
ら
れ
、
容
積
重
の
低
下

が
減
収
を
招
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
し

た
（
図
３
）
。

　
穂
数
が
多
い
こ
と
で
子
実
重
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
急
激
に
登
熟
が
進
ん
だ
場
合
は
子
実

肥
大
が
不
十
分
と
な
り
、
収
量
を
低
下
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
全
体
的
に

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
産
物

と
同
様
に
、
タ
ン
パ
ク
14
．
１
〜
16
．
０
％
の

生
産
者
が
全
体
の
８
割
を
占
め
ま
し
た
（
図

４
）
。

（
５
）
令
和
４
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

　
　
（
表
５
）

　
昨
年
９
月
上
旬
は
降
雨
が
少
な
く
、
は
種
作

業
は
平
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。

土
壌
水
分
は
低

く
、
出
芽
に
時

間
を
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
は

種
後
の
強
雨
に

よ
り
傾
斜
ほ
場

の
土
砂
流
出
入

や
種
子
の
流
亡

を
生
じ
ま
し
た

が
、
多
く
の
ほ

場
は
目
標
の
葉

数
に
到
達
し
、

越
冬
前
の
生
育

は
概
ね
良
好
で

し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
６
、
図
５
）

　
融
雪
後
の
ほ
場
乾
燥
は
良
好
で
、
は
種
期
、

出
芽
期
は
平
年
よ
り
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
低
温
多
湿

と
な
り
、
低
地
温
や
種
子
腐
敗
に
よ
る
発
芽
障

害
、
出
芽
数
不
足
が
地
域
内
に
散
見
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
２
）
。

　
止
葉
期
お
よ
び
出
穂
期
は
平
年
よ
り
や
や
遅

く
な
り
ま
し
た
が
、
出
穂
以
降
は
著
し
い
高
温

と
多
照
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
育
は
進
み
、
平

年
に
比
べ
６
日
早
い
成
熟
期
と
な
り
ま
し
た
。

登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
７
日
短

い
37
日
で
し
た
。

　

秋
ま
き
小
麦

収
穫
を
早
く
に

終
え
、
春
ま
き

小
麦
の
子
実
水

分
低
下
も
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、

平
年
よ
り
早
く

に
収
穫
作
業
は

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
乾
燥
調
製

施
設
の
受
入
は

順
調
で
、
収
穫

終
は
平
年
よ
り

６
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　

出
芽
数
不
足

だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
茎
数
は
平

年
の
８
割
ほ
ど

で
経
過
し
、
成

熟
期
穂
数
は
平

年
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
穂
以

降
は
少
雨
で
乾

燥
条
件
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、

稈
長
は
平
年
よ

り
短
く
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
乾
燥
を
好
適
条
件

と
す
る
赤
さ
び
病
が
ま
ん
延
し
ま
し
た
。
発
病

が
重
く
葉
身
の
早
期
枯
れ
上
が
り
を
呈
し
た
場

合
は
、
子
実
肥
大
不
足
を
招
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
千
粒
重
、
一
穂
粒
数
は
平
年
並
も
し
く
は
や

や
多
か
っ
た
が
、
穂
数
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、

子
実
重
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
（
表
７
）
。

　
登
熟
期
間
は
短
く
、
子
実
肥
大
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
千
粒
重
や
子
実
タ
ン
パ
ク
は

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
実
重
と
容
積
重
の
関
係
を
み
る
と
、
前
年

に
比
べ
容
積
重
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
収
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
図
６
の
点
線
囲
み
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
春

ま
き
小
麦
の
減
収
は
、
子
実
肥
大
不
足
よ
り
も
、

地
域
内
で
広
く
生
じ
た
出
芽
数
不
足
＝
穂
数
不

足
が
原
因
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
８
、
図
７
・
８
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
よ
り
遅
れ
た
も
の

の
、
そ
の
後
の
高
温
多
照
で
、
開
花
始
は
平
年

よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
続
く
少

雨
の
影
響
か
ら
８
月
以
降
の
茎
長
、
着
莢
数
は

平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
特
異
的
な
気
象
経
過
の
結
果
、
開
花

期
後
半
に
主
茎
上
位
節
や
分
枝
に
着
莢
し
た
莢

が
多
く
、
莢
の
登
熟
は
ば
ら
つ
き
、
成
熟
期
は

大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
生
育
期
間
を
通
じ
て
乾
燥
し
た
環
境
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
細
菌
性
病
害
や
灰
色
か
び
病
な

ど
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
や
マ
キ
バ
カ
ス
ミ
カ
メ
に

よ
る
加
害
は
平
年
並
で
し
た
。

　
ほ
場
間
、
ほ
場
内
に
開
花
期
の
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
、
開
花
や
着
莢
を
目
安
と
す
る
病
害
虫

防
除
の
適
期
や
防
除
要
否
の
判
断
が
難
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

 

百
粒
重
は
平

年
を
上
回
っ
た

が
、
着
莢
数
、

一
莢
内
粒
数
と

も
に
平
年
の
７

割
ほ
ど
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
子

実
重
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
（
表

９
）
。

　
気
温
の
低
下

し
た
開
花
期
間

後
半
に
着
莢
数

の
増
加
は
見
ら

れ
た
も
の
の
回

復
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
図

９
）
。

　
着
莢
数
が
少
な
く
養
分
競
合
を
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
百
粒
重
は
平
年
を
上
回
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
射
量
が
低
下
し
、

光
合
成
に
よ
る
同
化
産
物
の
減
少
す
る
開
花
期

間
後
半
に
発
生
し
た
莢
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
、

稔
実
粒
数
＝
一
莢
粒
数
は
平
年
を
下
回
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
温
少
雨
だ
っ
た
昨
年
は
、
大
豆
で
も
同
様

に
開
花
・
着
莢
時
期
の
ば
ら
つ
き
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況

　
　
（
表
10
、
図
10
）

　
植
付
期
は
平
年
並
で
し
た
が
、
そ
の
後
降
雨

が
続
き
、
植
付
終
は
平
年
よ
り
６
日
遅
れ
ま
し

た
。
萌
芽
以
降
、
晴
天
が
続
き
、
着
蕾
期
、
開

花
期
は
平
年
並
、
終
花
期
は
平
年
よ
り
１
日
早

く
な
り
ま
し
た
。

　
少
雨
と
乾
燥
、
水
分
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
終
花

期
を
迎
え
る
前
に
茎
葉
の
萎
れ
や
脱
水
、
複
葉

の
脱
落
な
ど
が
一
部
で
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
終

花
後
の
７

月
下
旬
に

は
最
高
気

温
35
℃
以

上
の
猛
暑

日
が
続
き
、

茎
葉
の
退

緑
、
黄
化

が
急
速
に

進
行
し
、

茎
葉
黄
変

期
は
早
ま
り
ま
し
た
（
写
真
４
）
。

　
地
上
部
生
育
は
、
概
ね
平
年
並
の
茎
数
で
す

が
、
水
分
不
足
か
ら
茎
葉
伸
長
は
抑
制
さ
れ
、

茎
長
は
短
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
期
間
の
大
半
を
高
温
・
乾
燥
し
た
状
態

で
経
過
し
た
た
め
、
低
温
多
湿
や
高
温
多
湿
を

好
適
条
件
と
す
る
疫
病
、
軟
腐
病
の
発
生
は
限

定
的
で
し
た
。

　
一
方
、
地
域
や
品
種
に
よ
っ
て
、
不
整
形
に

変
形
す
る
二
次
生
長
や
土
中
萌
芽
し
た
塊
茎
を

生
じ
、
製
品
率
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
上
い
も
数
、
上
い
も
一
個
重
と
も
に
平
年
を

下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
上

い
も
収
量
お

よ
び
規
格
内

収
量
は
平
年

の
８
割
程
度

に
と
ど
ま
り

ま
し
た
（
表

11
）
。

　
塊
茎
肥
大

に
最
適
な
温

度
は
15
〜
20

℃
で
あ
り
、

25
℃
以
上
に

な
る
と
肥
大

は
抑
制
さ
れ

ま
す
。
塊
茎

形
成
期
、
塊

茎
肥
大
期
を

通
じ
て
気
温

は
高
く
、
連

日
の
強
い
日

射
が
培
土
表

面
、
培
土
内
部
の
温
度
上
昇
を
助
長
し
、
塊
茎

形
成
、
塊
茎
肥
大
を
著
し
く
抑
制
し
た
結
果
、

低
収
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
二
次
生
長
の
発
生
原
因

　
二
次
生
長
は
塊
茎
肥
大
期
の
高
温
乾
燥
で
生

育
が
停
止
し
、
そ
の
後
の
降
雨
な
ど
で
再
び
生

育
を
開
始
す
る
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
高
温
乾
燥

後
の
８
月
上
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
二
次
生

長
の
誘
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
前
に
完
熟
し
た
塊
茎
は
一
定
期

間
萌
芽
・
伸
長
し
な
い
内
生
休
眠
の
状
態
に
あ

り
、
高
温
下
で
休
眠
は
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
前
の
内
生
休
眠
に
あ
っ

た
土
中
の
塊
茎
が
、
高
温
下
で
休
眠
打
破
さ
れ
、

萌
芽
し
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
12
、
図
11
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
断
続

的
な
降
雨
が
あ
り
、

移
植
期
お
よ
び
移

植
終
は
平
年
よ
り

や
や
遅
れ
ま
し
た

が
、
移
植
後
の
活

着
は
良
好
で
し
た
。

　

土
壌
の
乾
燥
が

著
し
く
な
っ
た
７

月
か
ら
茎
葉
の
生

育
は
抑
制
さ
れ
、

草
丈
は
平
年
を
下

回
っ
て
経
過
し
ま

し
た
。
８
月
に
入

る
と
新
葉
の
発
生

と
平
行
し
て
下
葉

の
枯
死
・
脱
落
が

進
み
（
写
真
６
）
、

株
当
た
り
葉
数
は

平
年
を
下
回
り
ま

し
た
。
根
周
は
平

年
を
下
回
っ
て
経

過
し
ま
し
た
。

　

他
作
物
の
作
業

が
遅
滞
な
く
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
収

穫
作
業
は
早
く
始

ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
順
調
に
進

み
、
収
穫
終
は
平

年
よ
り
早
ま
り
ま

し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
高
温
多
湿
を
好
む
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
終
息
し
つ
つ
あ

る
黄
化
病
の
発
生
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
７
〜
８
月
の
高
温
乾
燥
下
で
ハ
ダ
ニ
の
発
生

密
度
は
急
激
に
高
ま
り
、
一
部
ほ
場
で
は
吸
汁

に
よ
る
葉
身
の
黄
化
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
13
）

　
根
重
、
根
中
糖
分
と
も
に
平
年
を
下
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖

収
量
は
平
年
を

大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
生
育

期
間
中
、
多
照

と
な
り
ま
し
た

が
、
高
温
と
極

度
の
少
雨
は
茎

葉
の
生
育
抑
制
、

根
部
肥
大
の
停

滞
を
招
き
ま
し

た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　
て
ん
さ
い
の
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の

最
低
気
温
は
概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上

旬
か
ら
10
月
上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
２
６

１
℃
、
過
去
20
年
平
均
１
，
２
８
５
℃
）
、
根

中
糖
分
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
根
重
と
茎
葉
重
の
重
量
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
Ｔ

／
Ｒ
比
は
平
年
よ
り
小
さ
い
こ
と
に
注
目
す
る

と
、
生
成
し
た
糖
分
の
貯
蔵
組
織
で
あ
る
根
部

に
比
べ
て
、
茎
葉
部
の
糖
分
生
成
能
力
が
低
い

こ
と
か
ら
、
糖
分
上
昇
が
緩
慢
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
ま
し
た
が
、

４
月
下
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で
生
育
遅

れ
の
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
下

旬
に
は
再
び
低
温
寡
照
と
な
り
ま
し
た
。
６
月

か
ら
７
月
の
記
録
的
な
少
雨
と
高
温
か
ら
乾
燥

が
進
み
、
露
地
・
施
設
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
作

物
で
生
育
不
良
や
品
質
低
下
を
招
き
ま
し
た
。

　
高
温
少
雨
の
被
害
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
研
修
会
の
中
止
な
ど
、
苦
労

の
多
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
①
促
成
・
半
促
成
作
型

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
17
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
７
月
の
強
い
日
射
の
影
響
で
果
皮

が
硬
化
し
裂
果
が
多
発
し
ま
し
た
。
７
月
中
旬

か
ら
８
月
上
旬
ま
で
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続

き
、
草
勢
が
弱
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
茎
葉
の
萎

れ
、
花
房
９
段
目
か
ら
11
段
目
に
か
け
て
花
落

ち
、
あ
み
果
を
多
く
生
じ
ま
し
た
。

　
９
月
の
気
温
は
平
年
並
で
し
た
。
10
月
上
旬

の
気
温
は
高
く
着
色
が
進
み
ま
し
た
が
、
収
穫

終
盤
は
小
玉
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　
②
抑
制
作
型

　
定
植
後
の
低
温
と
寡
照
に
よ
り
生
育
は
遅
れ

ま
し
た
が
、
６
月
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み

ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
生
育
は
、
促
成
・
半
促
成
作
型
と

同
様
に
、
花
落
ち
や
変
形
果
、
裂
果
が
多
発
し
、

収
穫
終
盤
は
小
玉
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　
③
病
害
虫

　
５
月
上
旬
の
曇
天
に
よ
り
灰
色
か
び
病
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
高
温
少
雨
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
部
で
ト
マ
ト
サ
ビ
ダ
ニ
が
発
生
し
、
茎

の
褐
変
症
状
と
葉
枯
れ
症
状
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、

多
発
し
た
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く

れ
症
状
の
果
実
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
生
食
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
作
型
で
平
年

並
に
進
み
ま
し
た
が
、
晩
生
作
型
で
は
５
月
下

旬
の
降
雨
で
作
業
が
遅
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
は

種
後
の
低
温
と
土
壌
乾
燥
に
よ
り
出
芽
に
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
高
温
少
雨

は
、
一

部
地
域

で
茎
葉

の
伸
長

抑
制
や

雌
穂
の

着
生
不

良
を
招
き
ま
し
た
（
写
真
１
）
。

　
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８
月
上
旬
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
が
、
ピ
ー
ク
は
８
月
中
旬
以
降
と
な

り
ま
し
た
。
雌
穂
は
、
細
身
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

劣
り
、
地
域
に
よ
っ
て
先
端
不
稔
が
多
発
し
た

こ
と
か
ら
、
大
幅
な
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
下
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
若
茎
の
「
曲
が
り
」

の
被
害
を
生
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
時
的
に
出
荷
量
は
減
少
し
た
も

の
の
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
上
旬
の
出
荷
量

は
前
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
は
６
月
末
ま

で
行
わ
れ
、
出
荷
量
は
や
や
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
　
病
害
虫
は
、
収
穫
期
間
中
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ク

ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
食
害
が
散
見
さ
れ
、
９
月
に

は
ヨ
ト
ウ
ガ
の
加
害
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
斑
点

病
の
発
生
は
平
年
並
で
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
直
後
の
４
月
下
旬
に
ま
と
ま
っ
た
降
雪

が
あ
り
、
一
時
生
育
は
停
滞
し
ま
し
た
が
、
５

月
の
好
天
に
よ
り
、
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。

　
地
温
が
高
く
乾
燥
し
た
一
部
の
ほ
場
で
は
、

定
植
直
後
で
活
着
前
の
苗
が
枯
れ
上
が
る
事
態

を
生
じ
ま
し
た
。
７
月
の
気
温
が
高
く
推
移
し

た
影
響
で
不
整
形

花
蕾
が
目
立
ち
ま

し
た
（
写
真
２
）
。

　
９
月
下
旬
以
降
、

適
度
な
降
雨
で
土

壌
水
分
は
回
復
し
、

順
調
に
生
育
し
ま

し
た
。

　
病
害
虫
は
、
軟

腐
病
の
発
生
は
少
な
く
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ

ガ
の
発
生
量
は
平
年
よ
り
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
４
月
下
旬
は
低
温
で
し
た
が
、
５
月
の
好
天

に
よ
り
生
育
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
高
温
少

雨
下
で
生
育
は

停
滞
し
、
葉
先

枯
れ
症
状
が
平

年
よ
り
早
く
発

生
し
ま
し
た
。

ま
た
草
丈
は
短

く
、
り
ん
茎
肥

大
が
抑
制
さ
れ

た
こ
と
か
ら
小

玉
傾
向
と
な
り
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
病
害
虫
で
は
、
葉
枯
病
の
発
生
は
平
年
よ
り

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

２　
た
ま
ね
ぎ

　
４
月
下
旬
か
ら
は
種
・
移
植
作
業
が
進
め
ら

れ
、
直
播
・
移
植
と
も
に
出
芽
・
活
着
は
良
好

と
な
り
ま
し
た
。
高
温
少
雨
に
よ
り
生
育
の
不

揃
い
が
目
立
ち
、
直
播
・
移
植
栽
培
と
も
に
葉

先
枯
れ
症
状
と
球
肥
大
の
抑
制
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
移
植
に
つ
い
て
は
６
月
上
旬
ま
で
順
調
に
生

育
し
ま
し
た
。
多
く
の
ほ
場
で
高
温
少
雨
に
よ

る
球
肥
大
の
抑
制
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
部

か
ん
水
を
行
っ
て
い
た
ほ
場
で
は
平
年
並
の
球

肥
大
を
確
保

で
き
ま
し
た
。

　

病
害
虫
で

は
、
高
温
乾

燥
を
好
む
ネ

ギ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
被
害
が

多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

（
写
真
４
）

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
６
〜

７
月
の
少
雨
の
影
響
で
生
育
が
緩
慢
と
な
り
、

８
月
１
日
時
点
の
草
丈
は
か
な
り
短
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
特
に
、
７
月
後
半
は
、
高
温
少
雨

の
影
響
で
、

葉
の
巻
き

上
が
り
症

状
を
呈
し
、

ス
ト
レ
ス

を
受
け
た

状
態
で
の

雄
穂
抽
出

と
な
り
ま

し
た
（
写

真
１
）
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
に
推

移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る
草
丈
は
、

平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年
は
２
０
０

㎝
程
度
で
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
進
み

ま
し
た
。
収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
23
日
、
収

穫
期
（
40
〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終

（
90
％
）
は
10
月
11
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
６
〜
７
月
の
少
雨
の
影
響
で
、
草
丈
が
短
く
、

受
精
不
良
に
よ
る
先
端
不
稔
発
生
等
、
雌
穂
へ

の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
収
量
は

平
年
よ
り
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
気
象
変
動
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

も
、
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
融
雪
が
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期
は
や

や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適
度
な

降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出
穂
期

は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
中
旬
以
降
は
、
少
雨
傾
向

と
な
り
収
穫
作
業
は
や
や
早
く
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
６
月
24
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

７
月
４
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
高
温
少
雨
の
影
響
で
生

育
が
停
滞
し
、
チ
モ
シ
ー
２
番
草
の
再
生
状
況

が
悪
く
な
り
ま
し
た
。
８
月
上
旬
の
降
雨
後
、

や
っ
と
再
生
芽
が
伸
び
始
め
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
生
育
量
は
少
な
く
な
り
ま
し
た（
写
真
２
）。

９
月
１
日
に
お
け
る
チ
モ
シ
ー
２
番
草
の
草
丈

は
、
平
年
約
60
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年
は
20
〜
40

㎝
で
し
た
。

生
育
状
況

も
ほ
場
間

差
が
あ
り
、

回
復
が
大

き
く
遅
れ

た
ほ
場
も

あ
り
ま
し

た
。
　

収
穫
作

業
は
、
平
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
９
月
６
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

９
月
20
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量
の
概
要

　
１
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
高
温
少
雨
の
影
響
で
再

生
状
況
が
悪
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
年
よ
り
か

な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
再
生
不
良
に
よ
り

未
収
穫
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
図
１
は
、
令
和
３
年
美
瑛
町
に
お
け
る
高
温

少
雨
の
影
響
を
受
け
た
チ
モ
シ
ー
草
地
の
調
査

結
果
で
す
。
更
新
後
新
し
い
草
地
は
、
更
新
後

10
年
程
度
以
上
経
過
し
た
草
地
よ
り
、
高
温
少

雨
の
影
響
が
や
や
軽
く
、
２
番
草
の
密
度
も
高

く
、
草
丈
も
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し
た
（
図

１
）
。
気

象
変
動
の

影
響
を
最

小
限
に
す

る
た
め
に

も
、
計
画

的
な
草
地

更
新
が
重

要
で
す
。



写真４　アザミウマ多発による舐害
(令和３年７月)

写真１　高温少雨の影響による葉の
　　　　巻き上がりと雄穂抽出
　　　　(令和３年８月３日撮影)　

写真２　チモシー２番草の
再生状況

　(令和３年８月26日撮影)　

写真２　高温少雨を原因とする
　　　　不整形花蕾（令和3年8月）

写真３　高温少雨により草丈は
　　　　短かった（令和3年7月）

図１　更新後年数とチモシー
　　　２番草草丈(９月１日現在)
　　(令和３年美瑛町草地調査より)
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飼飼

料料

作作

物物

　
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
ま
し
た
が
、

４
月
下
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で
生
育
遅

れ
の
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
下

旬
に
は
再
び
低
温
寡
照
と
な
り
ま
し
た
。
６
月

か
ら
７
月
の
記
録
的
な
少
雨
と
高
温
か
ら
乾
燥

が
進
み
、
露
地
・
施
設
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
作

物
で
生
育
不
良
や
品
質
低
下
を
招
き
ま
し
た
。

　
高
温
少
雨
の
被
害
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
研
修
会
の
中
止
な
ど
、
苦
労

の
多
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
①
促
成
・
半
促
成
作
型

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
17
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
７
月
の
強
い
日
射
の
影
響
で
果
皮

が
硬
化
し
裂
果
が
多
発
し
ま
し
た
。
７
月
中
旬

か
ら
８
月
上
旬
ま
で
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続

き
、
草
勢
が
弱
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
茎
葉
の
萎

れ
、
花
房
９
段
目
か
ら
11
段
目
に
か
け
て
花
落

ち
、
あ
み
果
を
多
く
生
じ
ま
し
た
。

　
９
月
の
気
温
は
平
年
並
で
し
た
。
10
月
上
旬

の
気
温
は
高
く
着
色
が
進
み
ま
し
た
が
、
収
穫

終
盤
は
小
玉
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　
②
抑
制
作
型

　
定
植
後
の
低
温
と
寡
照
に
よ
り
生
育
は
遅
れ

ま
し
た
が
、
６
月
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み

ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
生
育
は
、
促
成
・
半
促
成
作
型
と

同
様
に
、
花
落
ち
や
変
形
果
、
裂
果
が
多
発
し
、

収
穫
終
盤
は
小
玉
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　
③
病
害
虫

　
５
月
上
旬
の
曇
天
に
よ
り
灰
色
か
び
病
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
高
温
少
雨
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
部
で
ト
マ
ト
サ
ビ
ダ
ニ
が
発
生
し
、
茎

の
褐
変
症
状
と
葉
枯
れ
症
状
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、

多
発
し
た
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く

れ
症
状
の
果
実
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
生
食
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
作
型
で
平
年

並
に
進
み
ま
し
た
が
、
晩
生
作
型
で
は
５
月
下

旬
の
降
雨
で
作
業
が
遅
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
は

種
後
の
低
温
と
土
壌
乾
燥
に
よ
り
出
芽
に
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
高
温
少
雨

は
、
一

部
地
域

で
茎
葉

の
伸
長

抑
制
や

雌
穂
の

着
生
不

良
を
招
き
ま
し
た
（
写
真
１
）
。

　
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８
月
上
旬
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
が
、
ピ
ー
ク
は
８
月
中
旬
以
降
と
な

り
ま
し
た
。
雌
穂
は
、
細
身
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

劣
り
、
地
域
に
よ
っ
て
先
端
不
稔
が
多
発
し
た

こ
と
か
ら
、
大
幅
な
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
下
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
若
茎
の
「
曲
が
り
」

の
被
害
を
生
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
時
的
に
出
荷
量
は
減
少
し
た
も

の
の
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
上
旬
の
出
荷
量

は
前
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
は
６
月
末
ま

で
行
わ
れ
、
出
荷
量
は
や
や
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
　
病
害
虫
は
、
収
穫
期
間
中
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ク

ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
食
害
が
散
見
さ
れ
、
９
月
に

は
ヨ
ト
ウ
ガ
の
加
害
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
斑
点

病
の
発
生
は
平
年
並
で
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
直
後
の
４
月
下
旬
に
ま
と
ま
っ
た
降
雪

が
あ
り
、
一
時
生
育
は
停
滞
し
ま
し
た
が
、
５

月
の
好
天
に
よ
り
、
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。

　
地
温
が
高
く
乾
燥
し
た
一
部
の
ほ
場
で
は
、

定
植
直
後
で
活
着
前
の
苗
が
枯
れ
上
が
る
事
態

を
生
じ
ま
し
た
。
７
月
の
気
温
が
高
く
推
移
し

た
影
響
で
不
整
形

花
蕾
が
目
立
ち
ま

し
た
（
写
真
２
）
。

　
９
月
下
旬
以
降
、

適
度
な
降
雨
で
土

壌
水
分
は
回
復
し
、

順
調
に
生
育
し
ま

し
た
。

　
病
害
虫
は
、
軟

腐
病
の
発
生
は
少
な
く
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ

ガ
の
発
生
量
は
平
年
よ
り
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
４
月
下
旬
は
低
温
で
し
た
が
、
５
月
の
好
天

に
よ
り
生
育
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
高
温
少

雨
下
で
生
育
は

停
滞
し
、
葉
先

枯
れ
症
状
が
平

年
よ
り
早
く
発

生
し
ま
し
た
。

ま
た
草
丈
は
短

く
、
り
ん
茎
肥

大
が
抑
制
さ
れ

た
こ
と
か
ら
小

玉
傾
向
と
な
り
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
病
害
虫
で
は
、
葉
枯
病
の
発
生
は
平
年
よ
り

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

２　
た
ま
ね
ぎ

　
４
月
下
旬
か
ら
は
種
・
移
植
作
業
が
進
め
ら

れ
、
直
播
・
移
植
と
も
に
出
芽
・
活
着
は
良
好

と
な
り
ま
し
た
。
高
温
少
雨
に
よ
り
生
育
の
不

揃
い
が
目
立
ち
、
直
播
・
移
植
栽
培
と
も
に
葉

先
枯
れ
症
状
と
球
肥
大
の
抑
制
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
移
植
に
つ
い
て
は
６
月
上
旬
ま
で
順
調
に
生

育
し
ま
し
た
。
多
く
の
ほ
場
で
高
温
少
雨
に
よ

る
球
肥
大
の
抑
制
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
部

か
ん
水
を
行
っ
て
い
た
ほ
場
で
は
平
年
並
の
球

肥
大
を
確
保

で
き
ま
し
た
。

　

病
害
虫
で

は
、
高
温
乾

燥
を
好
む
ネ

ギ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
被
害
が

多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

（
写
真
４
）

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
６
〜

７
月
の
少
雨
の
影
響
で
生
育
が
緩
慢
と
な
り
、

８
月
１
日
時
点
の
草
丈
は
か
な
り
短
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
特
に
、
７
月
後
半
は
、
高
温
少
雨

の
影
響
で
、

葉
の
巻
き

上
が
り
症

状
を
呈
し
、

ス
ト
レ
ス

を
受
け
た

状
態
で
の

雄
穂
抽
出

と
な
り
ま

し
た
（
写

真
１
）
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
に
推

移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る
草
丈
は
、

平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年
は
２
０
０

㎝
程
度
で
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
進
み

ま
し
た
。
収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
23
日
、
収

穫
期
（
40
〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終

（
90
％
）
は
10
月
11
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
６
〜
７
月
の
少
雨
の
影
響
で
、
草
丈
が
短
く
、

受
精
不
良
に
よ
る
先
端
不
稔
発
生
等
、
雌
穂
へ

の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
収
量
は

平
年
よ
り
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
気
象
変
動
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

も
、
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
融
雪
が
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期
は
や

や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適
度
な

降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出
穂
期

は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
中
旬
以
降
は
、
少
雨
傾
向

と
な
り
収
穫
作
業
は
や
や
早
く
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
６
月
24
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

７
月
４
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
高
温
少
雨
の
影
響
で
生

育
が
停
滞
し
、
チ
モ
シ
ー
２
番
草
の
再
生
状
況

が
悪
く
な
り
ま
し
た
。
８
月
上
旬
の
降
雨
後
、

や
っ
と
再
生
芽
が
伸
び
始
め
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
生
育
量
は
少
な
く
な
り
ま
し
た（
写
真
２
）。

９
月
１
日
に
お
け
る
チ
モ
シ
ー
２
番
草
の
草
丈

は
、
平
年
約
60
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年
は
20
〜
40

㎝
で
し
た
。

生
育
状
況

も
ほ
場
間

差
が
あ
り
、

回
復
が
大

き
く
遅
れ

た
ほ
場
も

あ
り
ま
し

た
。
　

収
穫
作

業
は
、
平
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
９
月
６
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

９
月
20
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量
の
概
要

　
１
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
高
温
少
雨
の
影
響
で
再

生
状
況
が
悪
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
年
よ
り
か

な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
再
生
不
良
に
よ
り

未
収
穫
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
図
１
は
、
令
和
３
年
美
瑛
町
に
お
け
る
高
温

少
雨
の
影
響
を
受
け
た
チ
モ
シ
ー
草
地
の
調
査

結
果
で
す
。
更
新
後
新
し
い
草
地
は
、
更
新
後

10
年
程
度
以
上
経
過
し
た
草
地
よ
り
、
高
温
少

雨
の
影
響
が
や
や
軽
く
、
２
番
草
の
密
度
も
高

く
、
草
丈
も
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し
た
（
図

１
）
。
気

象
変
動
の

影
響
を
最

小
限
に
す

る
た
め
に

も
、
計
画

的
な
草
地

更
新
が
重

要
で
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
女
性
部
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
の
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
融

雪
が
早
く
春
作
業
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
７
月
以
降
の
記
録
的
な
猛
暑

や
干
ば
つ
に
よ
り
、
多
く
の
農
作
物
が
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
水
撒
き
な
ど
の
対
策

に
、
皆
さ
ま
も
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
推
察

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
話
題
と
い
え
ば
、
第
32

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
私
も
毎
日
手
に

汗
握
り
な
が
ら
観
戦
し
て
お
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
成
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
姿
に
、
胸
を
打
た
れ
ま

し
た
。

　

全
体
と
し
て
の
結
果
は
、
金
メ
ダ
ル
27

個
、
銀
メ
ダ
ル
14
個
、
銅
メ
ダ
ル
17
個
を

獲
得
し
、
合
計
メ
ダ
ル
数
は
史
上
最
多
の

58
個
と
い
う
記
録
で
し
た
。
男
女
混
合
の

３
種
目
を
除
い
た
メ
ダ
ル
総
数
は
、
女
子

30
に
対
し
男
子
25
と
５
大
会
ぶ
り
に
女
子

が
上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
選
手
団

の
女
子
比
率
に
つ
い
て
も
、
１
９
６
４
年

東
京
五
輪
の
２
割
弱
か
ら
、
５
割
弱
へ
増

加
し
て
い
て
、
女
子
選
手
の
素
晴
ら
し
い

活
躍
が
見
ら
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
８
９
６
年
の
第
１
回
大
会
は
女
人
禁

制
で
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
が
、
現

在
で
は
半
数
近
く
が
女
性
と
な
り
、
男
性

と
同
じ
よ
う
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
先
人
た
ち
が
１
０
０
年
以
上
の
長
い
年

月
を
か
け
て
女
性
の
地
位
向
上
に
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
で
あ
り
、
地
道
な
活
動
を

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
が
伺
え
ま
す
。

　

私
た
ち
女
性
部
は
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
多
く
の
活
動
が
一
時
停

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

絆
を
深
め
る
第
一
歩
は
、
日
ご
ろ
何
気
な

く
交
わ
す
会
話
で
あ
っ
た
こ
と
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
活
動
の
た

め
に
、
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、

W
ith

コ
ロ
ナ
時
代
を
新
し
い
時
代
の
始

ま
り
と
捉
え
、
「
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
よ
う
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
新
し
い

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
今
月
下

旬
に
開
催
予
定
の
女
性
部
全
体
研
修
で
、

多
く
の
女
性
部
員
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
女
性
部
活
動
に
際
し
ま
し
て
も
、

皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
残
さ
れ
た
任
期
を
役
員
一
同
、

精
一
杯
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

絆
を
深
め
る
交
流
を
大
切
に

絆
を
深
め
る
交
流
を
大
切
に

新
年
の

ご
挨
拶

情
報
交
換
の
場
と

し
て
交
流
を
大
切
に

青
年
部 

部
長松

本 
陽
介

ま
つ

も
と

よ
う

す
け

新
し
い
時
代
の

始
ま
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

女
性
部 

部
長江

花 

　
恵

え

ば
な

め
ぐ
み

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

春
を
晴
れ
晴
れ
し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
の
多
大
な
る
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
春
先
の
低
温
、
風
害
、
夏
に
は

今
ま
で
に
な
い
猛
暑
、
干
ば
つ
に
よ
り

様
々
な
作
物
の
成
長
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

何
か
と
天
候
に
左
右
さ
れ
自
然
の
厳
し
さ
、

自
然
を
相
手
に
す
る
大
変
さ
を
再
認
識
す

る
年
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

青
年
部
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
小

学
生
の
田
植
え
体
験
、
稲
刈
り
体
験
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
頃
食

べ
て
い
る
お
米
の
成
長
を
小
学
生
に
見
て

も
ら
う
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
「
食
」
に

関
し
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
活
動
で

あ
る
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
実
施
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
美
瑛
東
小
学
校
に
伺
い
、

「
美
瑛
の
お
米
が
で
き
る
ま
で
」
と
題
し

ま
し
て
、
美
瑛
町
の
お
米
栽
培
品
種
な
ど

を
講
演
し
て
き
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
１

つ
の
田
ん
ぼ
で
お
に
ぎ
り
何
個
作
れ
る

か
？
な
ど
と
子
ど
も
ら
し
い
質
問
も
出
て
、

楽
し
く
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
期
は
少
な
い
な
が
ら
も
春
期

研
修
会
と
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
の
計
量
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
か
ぼ
ち
ゃ
の

計
量
に
関
し
ま
し
て
は
、
１
位
は
１
１
６
．

５
㎏
と
過
去
最
高
と
な
る
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ

ち
ゃ
が
で
き
ま
し
た
。
干
ば
つ
の
中
で
も

畑
作
業
の
合
間
に
し
っ
か
り
管
理
し
て
育

て
た
こ
と
が
伺
え
る
立
派
な
か
ぼ
ち
ゃ
で

し
た
。
こ
れ
だ
け
の
大
物
を
栽
培
、
収
穫

し
て
く
れ
た
部
員
が
い
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
終
息
ま
で
は
時
間
が

か
か
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
し

な
が
ら
も
部
員
同
士
の
交
流
も
大
事
に
し
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
青
年
部
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
女
性
部
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
の
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
融

雪
が
早
く
春
作
業
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
７
月
以
降
の
記
録
的
な
猛
暑

や
干
ば
つ
に
よ
り
、
多
く
の
農
作
物
が
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
水
撒
き
な
ど
の
対
策

に
、
皆
さ
ま
も
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
推
察

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
話
題
と
い
え
ば
、
第
32

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
私
も
毎
日
手
に

汗
握
り
な
が
ら
観
戦
し
て
お
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
成
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
姿
に
、
胸
を
打
た
れ
ま

し
た
。

　

全
体
と
し
て
の
結
果
は
、
金
メ
ダ
ル
27

個
、
銀
メ
ダ
ル
14
個
、
銅
メ
ダ
ル
17
個
を

獲
得
し
、
合
計
メ
ダ
ル
数
は
史
上
最
多
の

58
個
と
い
う
記
録
で
し
た
。
男
女
混
合
の

３
種
目
を
除
い
た
メ
ダ
ル
総
数
は
、
女
子

30
に
対
し
男
子
25
と
５
大
会
ぶ
り
に
女
子

が
上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
選
手
団

の
女
子
比
率
に
つ
い
て
も
、
１
９
６
４
年

東
京
五
輪
の
２
割
弱
か
ら
、
５
割
弱
へ
増

加
し
て
い
て
、
女
子
選
手
の
素
晴
ら
し
い

活
躍
が
見
ら
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
８
９
６
年
の
第
１
回
大
会
は
女
人
禁

制
で
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
が
、
現

在
で
は
半
数
近
く
が
女
性
と
な
り
、
男
性

と
同
じ
よ
う
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
先
人
た
ち
が
１
０
０
年
以
上
の
長
い
年

月
を
か
け
て
女
性
の
地
位
向
上
に
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
で
あ
り
、
地
道
な
活
動
を

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
が
伺
え
ま
す
。

　

私
た
ち
女
性
部
は
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
多
く
の
活
動
が
一
時
停

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

絆
を
深
め
る
第
一
歩
は
、
日
ご
ろ
何
気
な

く
交
わ
す
会
話
で
あ
っ
た
こ
と
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
活
動
の
た

め
に
、
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、

W
ith

コ
ロ
ナ
時
代
を
新
し
い
時
代
の
始

ま
り
と
捉
え
、
「
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
よ
う
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
新
し
い

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
今
月
下

旬
に
開
催
予
定
の
女
性
部
全
体
研
修
で
、

多
く
の
女
性
部
員
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
女
性
部
活
動
に
際
し
ま
し
て
も
、

皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
残
さ
れ
た
任
期
を
役
員
一
同
、

精
一
杯
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
全
道
的
に
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の

大
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
農
作
業
に
も
か

な
り
の
打
撃
を
受
け
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
う
し
て
冬
を
迎
え
、
作
業
を

無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
が
本
当
に
喜
ば

し
く
、
ま
た
安
心
し
た
気
持
ち
で
す
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
い
ま
だ
猛
威
を
振
る
う
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
今

年
度
の
活
動
も
何
も
で
き
ず
に
い
ま
す
。

こ
こ
し
ば
ら
く
は
感
染
者
数
も
落
ち
着
い

て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
油
断

で
き
な
い
日
々
を
過
ご
す
こ
と
は
、
多
大

な
ス
ト
レ
ス
と
し
て
の
し
か
か
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
も
、
農
業
従
事
者
で

あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
外
で
マ
ス
ク
を

せ
ず
に
仕
事
が
で
き
る
環
境
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
も
の
で
す
。
昨
年
は
か
な
り
の

高
温
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
短
時
間
で

も
熱
中
症
に
な
る
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
ま

し
た
が
、
マ
ス
ク
を
せ
ず
に
き
れ
い
な
自

然
の
中
で
作
業
が
で
き
る
喜
び
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
天
候
不
順
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

農
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

日
々
暮
ら
し
て
い
く
中
で
、
野
菜
や
食
品

の
値
段
が
上
が
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
の
価
値
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
は
会
員
数
が

年
々
減
少
し
て
お
り
、
な
か
な
か
歯
止
め

の
か
か
る
状
況
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
も
会
員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
研
修
会
な
ど
も
企
画

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

様
々
な

価
値
変
化
に
も

柔
軟
に
対
応
を

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会 

会
長

飯
原 

沙
織

い
い

は
ら

さ

お
り

「食」に興味を
青年部東小学校食育授業

「食」に興味を
青年部東小学校食育授業

文化に造詣を深める
女性部旅行サークル
文化に造詣を深める
女性部旅行サークル

冬のささやかな楽しみ
女性部手芸サークル
冬のささやかな楽しみ
女性部手芸サークル

久々の開催となった合同事業
リーダー研修会

久々の開催となった合同事業
リーダー研修会

2021
フォト
スケッチ

2021
フォト
スケッチ

2021
フォト
スケッチ

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）



18

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
農
業
と
い
う
仕
事

が
常
に
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。
家
族
の
手

伝
い
で
畑
に
出
る
の
も
当
た
り
前
で
、

「
自
分
も
い
ず
れ
こ
の
仕
事
を
や
る
ん

だ
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
た
め
、
短

大
を
卒
業
後
、
自
然
と
「
農
業
を
や
る
」

と
い
う
選
択
を
し
て
い
ま
し
た
。
昔
は
今

よ
り
機
械
の
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
手

作
業
が
多
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
い

ざ
就
農
し
て
み
る
と
、
機
械
化
さ
れ
て
い

る
作
業
も
多
く
、
法
人
化
で
面
積
が
増
加

し
機
械
も
増
え
た
た
め
、
子
ど
も
時
代
の

イ
メ
ー
ジ
と
い
い
意
味
で
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
法
人
で
小
麦
47
ｈ
ａ
、
馬
鈴
薯

10
．
５
ｈ
ａ
、
ビ
ー
ト
22
ｈ
ａ
、
た
ま
ね

ぎ
18
．
５
ｈ
ａ
の
ほ
か
、
ソ
バ
や
か
ぼ
ち

ゃ
な
ど
も
合
わ
せ
て
約
１
２
７
ｈ
ａ
を
作

付
し
て
い
ま
す
。
５
年
前
か
ら
作
付
け
を

始
め
た
た
ま
ね
ぎ
が
、
今
ま
で
作
っ
て
い

た
作
物
と
収
入
な
ど
の
面
で
大
き
く
違
い
、

安
定
し
た
経
営
の
た
め
に
、
今
後
も
作
り

続
け
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
て
、
特
に
今

年
は
感
染
力
の
高
い
デ
ル
タ
株
が
ま
ん
延

し
た
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
青
年
部
の

活
動
も
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

が
青
年
部
に
加
入
し
た
ば
か
り
の
頃
は
先

輩
方
と
、
加
入
し
て
年
齢
が
上
が
っ
て
く

る
と
若
い
部
員
の
人
と
交
流
の
機
会
が
持

て
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
の
違
い

が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
青
年
部
の

魅
力
は
、
そ
う
い
っ
た
部
分
に
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
実
は
初
め
て
青
年
部
に
加

入
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
時
、
今
ま
で
自

由
に
や
っ
て
い
た
の
で
縛
ら
れ
る
の
が
嫌

だ
と
思
っ
て
、
断
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、

友
達
に
飲
み
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
ら
地
域

の
先
輩
方
が
い
て
。
「
来
れ
る
と
き
に
来

て
い
い
ん
だ
よ
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

組
織
と
は
少
し
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
て
、
青
年
部
へ
の
加
入
を
決
め
ま
し

た
。
青
年
部
に
加
入
し
て
何
年
も
経
ち
ま

す
が
、
先
輩
方
の
存
在
は
大
き
い
な
と
今

で
も
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
制
約

が
か
か
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青
年
部

で
あ
る
「
今
」
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
部
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
で
き
る
限

り
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
近
年
、
美
瑛
で
も
農
家
戸

数
が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
農
業
に

携
わ
る
人
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
美

瑛
の
農
畜
産
物
は
お
い
し
い
」
と
発
信
し

て
く
れ
る
人
が
減
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
「
美
瑛
」
の
名
前
と

「
お
い
し
い
農
畜
産
物
」
を
広
め
て
い
く

た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
仲
間
が
必
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
交
流
の
機
会
を
大
切

に
し
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
が
安
定
し

た
営
農
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
で
お
互
い
に
刺
激
を
与
え

て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
青
年
部
副
部
長
の
浦
島
さ
ん
。

浦
島
さ
ん
は
、
美
瑛
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
を
卒
業
後
、
深
川
市

に
あ
る
拓
殖
短
大
へ
進
学
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
の
手

伝
い
を
し
て
い
て
、
「
い
つ
か
は
自
分
も
農
業
を
や
る
ん
だ
」
と
い

う
気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
現
在
は

青
年
部
の
副
部
長
を
務
め
て
い
て
、
部
員
同
士
の
刺
激
に
な
れ
ば
と
、

交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

日
明
を

う
担

当
た
り
前
の
よ
う
に

　
そ
ば
に
あ
っ
た
、

　
　
農
業
と
い
う
仕
事

美
瑛
町
北
瑛
第
３

う
ら
し
ま

こ
う
へ
い

青
年
部
副
部
長

浦
島 

康
平 

さ
ん
（
32
歳
）
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子
ど
も
の
頃
か
ら
、
農
業
と
い
う
仕
事

が
常
に
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。
家
族
の
手

伝
い
で
畑
に
出
る
の
も
当
た
り
前
で
、

「
自
分
も
い
ず
れ
こ
の
仕
事
を
や
る
ん

だ
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
た
め
、
短

大
を
卒
業
後
、
自
然
と
「
農
業
を
や
る
」

と
い
う
選
択
を
し
て
い
ま
し
た
。
昔
は
今

よ
り
機
械
の
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
手

作
業
が
多
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
い

ざ
就
農
し
て
み
る
と
、
機
械
化
さ
れ
て
い

る
作
業
も
多
く
、
法
人
化
で
面
積
が
増
加

し
機
械
も
増
え
た
た
め
、
子
ど
も
時
代
の

イ
メ
ー
ジ
と
い
い
意
味
で
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
法
人
で
小
麦
47
ｈ
ａ
、
馬
鈴
薯

10
．
５
ｈ
ａ
、
ビ
ー
ト
22
ｈ
ａ
、
た
ま
ね

ぎ
18
．
５
ｈ
ａ
の
ほ
か
、
ソ
バ
や
か
ぼ
ち

ゃ
な
ど
も
合
わ
せ
て
約
１
２
７
ｈ
ａ
を
作

付
し
て
い
ま
す
。
５
年
前
か
ら
作
付
け
を

始
め
た
た
ま
ね
ぎ
が
、
今
ま
で
作
っ
て
い

た
作
物
と
収
入
な
ど
の
面
で
大
き
く
違
い
、

安
定
し
た
経
営
の
た
め
に
、
今
後
も
作
り

続
け
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
て
、
特
に
今

年
は
感
染
力
の
高
い
デ
ル
タ
株
が
ま
ん
延

し
た
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
青
年
部
の

活
動
も
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

が
青
年
部
に
加
入
し
た
ば
か
り
の
頃
は
先

輩
方
と
、
加
入
し
て
年
齢
が
上
が
っ
て
く

る
と
若
い
部
員
の
人
と
交
流
の
機
会
が
持

て
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
の
違
い

が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
青
年
部
の

魅
力
は
、
そ
う
い
っ
た
部
分
に
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
実
は
初
め
て
青
年
部
に
加

入
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
時
、
今
ま
で
自

由
に
や
っ
て
い
た
の
で
縛
ら
れ
る
の
が
嫌

だ
と
思
っ
て
、
断
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、

友
達
に
飲
み
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
ら
地
域

の
先
輩
方
が
い
て
。
「
来
れ
る
と
き
に
来

て
い
い
ん
だ
よ
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

組
織
と
は
少
し
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
て
、
青
年
部
へ
の
加
入
を
決
め
ま
し

た
。
青
年
部
に
加
入
し
て
何
年
も
経
ち
ま

す
が
、
先
輩
方
の
存
在
は
大
き
い
な
と
今

で
も
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
制
約

が
か
か
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青
年
部

で
あ
る
「
今
」
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
部
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
で
き
る
限

り
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
近
年
、
美
瑛
で
も
農
家
戸

数
が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
農
業
に

携
わ
る
人
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
美

瑛
の
農
畜
産
物
は
お
い
し
い
」
と
発
信
し

て
く
れ
る
人
が
減
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
「
美
瑛
」
の
名
前
と

「
お
い
し
い
農
畜
産
物
」
を
広
め
て
い
く

た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
仲
間
が
必
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
交
流
の
機
会
を
大
切

に
し
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
が
安
定
し

た
営
農
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
で
お
互
い
に
刺
激
を
与
え

て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

「
美
瑛
の
農
畜
産
物
は

　
お
い
し
い
」
こ
と
を

　
　
　
　
　
広
め
た
い

部員の学びの場として開催した春期研修会

５
年
前
か
ら
作
り
始
め
た

　
た
ま
ね
ぎ
に
手
ご
た
え　

た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
る

　
こ
と
が
大
き
な
刺
激
に
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N
EW
S

N
EW
S

N
EW
S

　

足
腰
の
強
い
地
域
農
業
を
築
き
上
げ
る

た
め
、
集
落
・
町
内
会
代
表
が
一
堂
に
会

し
た
研
修
会
を
。
第
47
回
集
落
代
表
者
研

修
会
が
、
12
月
６
日
に
農
業
セ
ン
タ
ー
３

階
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
43
名
の
集
落
代
表
者
を
始
め

と
し
、
当
Ｊ
Ａ
役
員
お
よ
び
管
理
職
も
出

席
。
熊
谷
組
合
長
は
、
開
会
挨
拶
で
一
年

の
農
業
概
況
に
つ
い
て
話
し
た
ほ
か
、
干

ば
つ
に
よ
る
農
業
被
害
へ
の
支
援
対
策
に

つ
い
て
、
町
と
調
整
中
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
上
川
農
業
試
験
場
の
安
積
大

治
場
長
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
「
地
域
農

業
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
農
業
技
術
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
今
後
課
題
と
な
る
、

地
球
温
暖
化
や
高
齢
化
・
担
い
手
の
不
足

に
つ
い
て
、
ま
た
、
起
こ
り
う
る
環
境
変

化
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
う

え
で
、
農
業
と
い
う
産
業
を
持
続
し
て
い

く
た
め
に
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
こ
と
、

様
々
な
技
術
革
新
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の

ま
ま
の
速
度
で
進
ん
で
し
ま
う
と
、
21
世

紀
末
の
旭
川
は
年
平
均
気
温
が
５
℃
も
上

昇
し
、
真
夏
日
が
大
幅
に
増
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
熱
帯
夜
も
出
現
す
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
全
体

で
は
降
雪
量
が
約
40
％
も
減
少
し
て
、
大

雨
の
発
生
回
数
が
増
加
す
る
懸
念
が
あ
る

そ
う
で
す
。
日
頃
の
農
作
業
で
も
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減
少
で
き
る
よ
う
、

気
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
集
落
代
表
者
の
皆
さ
ん
は
、

は
る
か
先
、
21
世
紀
末
の
農
業
環
境
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
、
真
剣
に
講
演
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

２年ぶりの開催となりました

　

カ
レ
ー
う
ど
ん
や
豚
テ
キ
に
続
く
新
た

な
名
物
が
誕
生
。
丘
の
ま
ち
び
え
い
美
食

倶
楽
部
が
12
月
２
日
に
、
新
ま
ち
お
こ
し

メ
ニ
ュ
ー
お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
紹
介
さ
れ
た
の
は
「
美
瑛
豚
ハ
ン

バ
ー
グ
」
。
美
瑛
豚
の
モ
モ
肉
と
ウ
デ
肉
、

美
瑛
産
た
ま
ね
ぎ
を
使
用
し
、
細
挽
き
と

粗
挽
き
の
２
種
の
肉
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

お
肉
の
食
感
を
楽
し
み
な
が
ら
、
し
っ
か

り
と
う
ま
味
を
感
じ
ら
れ
る
一
品
に
。
12

月
11
日
よ
り
、
町
内
複
数
の
飲
食
店
で
提

供
さ
れ
る
ほ
か
、
美
瑛
選
果
な
ど
で
購
入

も
可
能
で
す
。

うま味溢れる一品、ぜひご堪能ください！

　

コ
ロ
ナ
禍
や
干
ば
つ
の
厳
し
い
シ
ー
ズ

ン
を
乗
り
越
え
た
新
農
業
人
た
ち
に
エ
ー

ル
を
。
新
農
業
人
激
励
の
集
い
が
、
12
月

７
日
、
農
業
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
６
名
の
新
農
業
人
の
皆
さ
ん

が
出
席
。
各
関
係
機
関
か
ら
も
来
賓
が
駆

け
付
け
、
美
瑛
町
の
農
業
を
支
え
る
力
強

い
仲
間
と
な
る
新
農
業
人
に
、
激
励
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
農
業
人
の
皆
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り

が
希
望
に
満
ち
た
抱
負
を
述
べ
、
出
席
者

か
ら
の
激
励
と
歓
迎
の
拍
手
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

激励の言葉を述べる角和町長

美
瑛
豚
ハ
ン
バ
ー
グ

　
お
披
露
目
会
開
催

新
た
な
名
物
が
誕
生
！

新
農
業
人

　
　
　
激
励
の
集
い

決
意
を
胸
に
羽
ば
た
く

  
第
47
回
集
落
代
表
者
研
修
会

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
が
テ
ー
マ

あ
さ
か

だ
い

じ
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「
い
ろ
い
ろ
キ
ノ
コ
と

　
　
カ
キ
の
み
ぞ
れ
鍋
」

「
い
ろ
い
ろ
キ
ノ
コ
と

　
　
カ
キ
の
み
ぞ
れ
鍋
」

永井　智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある

「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

カキ （水洗いして水気を
ふいておく）
レンコン（皮をむいて
すりおろしたもの）
マイタケ
足付きナメコ
ヒラタケ
シイタケ
ミズナ
きりたんぽ

…………250g

……200g
……………1パック

………1パック
……………1パック
………………4個

………………1/2把
………………2本

ゴボウ（ささがきにする）
さんしょう

◆A（合わせだし汁）
　かつおだし
　薄口しょうゆ
　みりん
　料理酒

…1本
………………適宜

……1000ml
……100ml

……………100ml
…………100ml

⑴土鍋にさんしょう以外の材料を
並べる。

⑵Aを合わせて土鍋に注ぎ、ふたを
して中火にかける。

⑶材料に火が通ったらふたを取り、
材料を皿に盛り付け、お好みで
さんしょうを振り出来上がり。

1
【全体運】やるべきことが多い中何に着手
すればいいのかはっきりしてきます。計画
を立て着実に。好結果が待っています
【健康運】適度に体を動かすのが一番の健
康法
【幸運の食べ物】ナバナ

【全体運】「いつもと同じ」が幸運のキーワ
ード。伝統や習慣を大切に。手間のかかる
作業を丁寧に進めれば問題も解決へ
【健康運】好きな運動ほど健康効果が高そ
う。楽しんで
【幸運の食べ物】小松菜

【全体運】先を急ぐあなたに周りが右往左
往。多少言い争いはあるものの楽しい期間
です。話を聞く耳を持つともっと発展的に
【健康運】力を出せます。動き過ぎには気を
付けて
【幸運の食べ物】シュンギク

【全体運】好調運です。やりたいことをリス
トにし今年の目標を立てて。実り多い年に
できます。技術の取得にツキあり
【健康運】痛いところがあるときは無理を
しないこと
【幸運の食べ物】ヒラメ

【全体運】少し暴走気味の傾向はあるもの
の発展的。周囲の意見を聞くよう心掛けて。
一緒に喜んでくれる人がいるのが大事
【健康運】あったか靴下で足元を冷えから
ガード
【幸運の食べ物】ヤマトイモ

【全体運】ハッピーな年明けです。あなたの
行動が周りの人も幸せな気分に。楽しい予
定を立てて。人の世話を焼くのも◎
【健康運】頭や首のつぼを刺激してストレ
スを軽減
【幸運の食べ物】ハクサイ

【全体運】つい、うっかりしてしまいがち。
安全点検はしっかりと。いつも使う物は特
に入念に手入れをしておきましょう
【健康運】記録にこだわり過ぎず運動を楽
しんで
【幸運の食べ物】チコリ

【全体運】にぎやかなお正月に。忙しさはあ
るものの周囲の笑顔があなたを幸せな気
持ちにしてくれます。連絡は小まめに
【健康運】グループで運動を楽しみながら
健康維持
【幸運の食べ物】ダイコン

【全体運】上昇運です。定まらないことを形
にしていく作業にツキがあります。年間予
定を立てるなど前向きに動いて
【健康運】楽しみながらできる運動でパワ
ーアップ！
【幸運の食べ物】クワイ

【全体運】交友関係が活発化。1人では難し
いことも協力者を募れば何とかなります。
知恵を借りるときは謙虚に話を聞いて
【健康運】食事はバランス良く。野菜多めが
◎
【幸運の食べ物】フキのとう

【全体運】少し遠出をして行動範囲を広げ
ると幸運をキャッチできます。小旅行も吉。
手紙やメールの返信は早めに
【健康運】食事は目でも楽しみ、腹八分目を
心掛けて
【幸運の食べ物】ミカン

【全体運】考え過ぎは禁物。結論が出ないこ
とは少し横に置いておいて。時の流れに任
せた方がいい方向へ。おしゃべり吉
【健康運】質のいい睡眠は元気の源。枕選び
にこだわって
【幸運の食べ物】マダイ



63

ハガキは63円です

7 11 14 18 221

8 7 152

9 12 7 19

16 77

7 13 7 233

10 7 17 204

7 215

E E

E

E

E D E

E E

E

6

7

7

B

E

A E C

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

24

①
１
月
の
第
２
月
曜
日
は
―
―
の
日
。

国
民
の
祝
日
で
す

②
旅
支
度
で
、
旅
行
か
ば
ん
に
―
―

を
詰
め
た

③
下
手
な
鉄
砲
も
―
―
撃
ち
ゃ
当
た

る
④
北
海
道
東
部
の
市
。
自
然
豊
か
な

湿
原
が
有
名
で
す

⑤
水
が
混
じ
っ
て
軟
ら
か
く
な
っ
た

土
⑦
こ
れ
が
三
つ
で
三
振

⑨
土
を
盛
り
上
げ
て
作
り
ま
す

⑪
植
物
の
葉
や
車
の
窓
な
ど
に
氷
の

結
晶
が
付
い
た
も
の

⑫
「
住
め
ば
都
」
と
か
「
猫
に
小

判
」
と
か

⑬
果
物
―
―
を
使
っ
て
リ
ン
ゴ
を
む

い
た

⑮
遠
回
り
を
す
る
こ
と

⑯
初
夢
で
見
る
と
縁
起
が
良
い
と
い

わ
れ
る
鳥

⑰
や
っ
ぱ
り
自
分
の
―
―
が
一
番
落

ち
着
く
な
あ

①
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
も
い
わ
れ
る

―
―
危
機

③
分
度
器
で
測
り
ま
す

⑥
栗
の
実
の
ト
ゲ
ト
ゲ

⑦
春
の
七
草
の
一
つ
。
ダ
イ
コ
ン
の

こ
と
で
す

⑧
遊
園
地
で
―
―
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗

っ
た

⑩
お
で
ん
に
添
え
る
黄
色
い
薬
味

⑭
年
下
の
女
き
ょ
う
だ
い
の
こ
と

⑯
屋
外
で
行
う
こ
と
も
多
い
教
科

⑱
ミ
カ
ン
の
も
の
は
手
で
む
け
ま
す

⑲
お
し
ゃ
れ
な
―
―
で
ラ
ン
チ
を
楽

し
ん
だ

⑳
「
オ
リ
オ
ン
」
「
お
お
い
ぬ
」

「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
と
い
え
ば

Ｅ
↓
Ａ

☆
当
選
者
は

角　

田　

昭　

子 
さ
ん

栁　

原　

輝　

代 

さ
ん

阪　

上　

八　

生 

さ
ん

河　

村　

ア
イ
子 

さ
ん

岩　

渕　

暁　
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毎月15日（当日消印有効）、当選者は次号でお知らせします。
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JAびえい
職員ｆｉｌｅ

ｆｉｌｅ．1 血液の半分はチョコレートかも⁉

岩見沢市
出身地

野菜、お米、チーズ、ラーメン、そして何より甘いもの♪
好きな食べ物

長年の夢だった猫との暮らしを始めたので、今は猫に夢中です！出かけ
たくなくなりました（笑）

最近のマイブーム

いつも『丘の大地』をご覧いただき、ありがとうございます！もはや私
のぽちゃ活記となってしまった編集後記にまでご感想をいただき……組
合員の皆さんの優しさ・温かさに日々感謝し、お仕事に取り組んでいま
す。取材等でお伺いした際は、たくさんお話をお伺いできると嬉しいで
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします！

組合員の皆さんへ



お知らせ

JAび
えいからの

安全フレームのないトラクター
の出品について

窓口 アルーダ　びえい　☎76-5515

　令和４年から安全上の問題により、安全フレーム
のないトラクターは出品できなくなりました。（対
象外車輌あり）

◆トラクターの出品注意事項
　１．安全フレームを外した車輌は必ず復元して出

品してください。
　２．規定に反する物は査定評価においても大幅減

点の対象となります。
　３．シートベルト装置等も同様の扱いです。

※メーカー標準装備のない機
種については別途協議とな
ります。

ご不明な点がありましたらお
気軽にご相談ください。

窓口 研修センター　☎92-0588

１月のパソコン講習会について

窓口 営農支援課　☎68-7014

免税軽油・農業労災保険の
受付をいたします

　農業機械課では、令和４年度免税軽油申請と、農
業労災加入および継続申請手続きを行います。

■申請手続き　
　必要書類
　　免税軽油…標識交付証明書（トラクター等入替
　　　　　　　増車の方）
　　農業労災…労働保険料算定基礎賃金等の報告書
　　
　日　　程　　1月12日㈬～1月19日㈬
　　　　　　　9：00～16：00まで

　場　　所　　研修センター研修室

※近年、免税軽油の不正利用防止のため、使用者へ
の調査が強化されております。
　免税軽油使用者証に未記載の機械への使用・冬期
間の使用等、不正使用が発覚した場合は、罰則
（免税証の不交付や過去３年に遡り返納等）が生
じますのでご注意ください。

※毎年、多くの農作業事故が発生しております。未
加入の方はこの機会にぜひ農業労災に加入しまし
ょう。

◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
(パソコン )

1月14日㈮、17日㈪
19日㈬、21日㈮
24日㈪、26日㈬
28日㈮、31日㈪

① 9:00 ～ 11:00
② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や
　勘定科目の設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送仕方

青申会 ＪＡ３階
中会議室

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください
ソリマチ簿記を受講希望の方➡伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳
　　　　　　　　　　　　　　を持参してください。
※受講される方は新型コロナウイルス感染拡大防止の対策として、マスクの着用と手指の消毒、検温を
　お願いいたします

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）
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安全フレーム
シートベルト



農業者の皆さまへ　農業者年金のご案内
　老後生活の備えは十分ですか？農業者年金は、国民年金第1号被保険者（保険料納付免税者を除く）で、年
間60日以上農業に従事する60歳未満の方であれば、どなたでも加入できます。また、制度が一部改正され、
令和4年5月1日からは、国民年金の任意加入者に限り、65歳まで農業者年金に加入できるようになります。
※加入される方は、国民年金の付加年金（付加保険料月額400円）への加入も必要となります。
　また、制度改正により、令和4年4月1日からは、農業者老齢年金の受給開始時期を、65歳以上75歳未満の
間で選択できるようになります。従来通り、60歳以上65歳未満の間で繰り上げ受給を行うことも可能です。

詳しくは、営農部までお問い合わせください。 窓口 営農部　☎68-7014

窓口 総務部　☎92-2111

年末年始のＪＡ業務時間のご案内

9:00～17:30

6:00～21:00

8:30～12:00

9:00～16:00

9:00～18:00

8:45～17:00

8:00～22:00

休　　　業

金融店舗窓口

上記以外の部門

ホクレンショップ

金融店舗

セブン銀行他

北　町

大町セルフ

9:00～17:00

休　　　業

休　　　業

8:00～21:00

休　　　業

休　　　業

休　　　業

30日㈭ 31日㈮ 1月1日㈯
～2日㈰ 3日㈪ 4日㈫ 5日㈬

9:00～17:30

6:00～21:00

6日㈭

休　業

8:30～17:00

0120-258-931

92-2157

ＪＡ共済事故受付センター

灯油・プロパン・重油

連絡先項　目

休　業

8:30～17:00

9:00～16:00

9:00～18:00

8:45～17:00

8:00～22:00

29日㈬

Ａ
Ｔ
Ｍ

給
油
所

【年始休業中の緊急対応】

農業者年金のメリット 

※セブン銀行・ローソン銀行・イーネットATMについてはご利用日・ご利用時間によって手数料が変わります。また、稼働時間も
ATMによって異なります。詳しくはご利用のATMの掲示等でご確認ください。
※給油所については、休業日前の給油にご協力をお願いいたします。 

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）
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・少子高齢化時代に強い積立方式の年金
・公的年金ならではの税制上の優遇措置
・終身年金で80歳までの保証付き
・農業の担い手には手厚い政策支援

制度改正のポイント

・35 歳未満の方は、一定の条件を満たせば保険料が
　引き下げ
・受給開始時期の選択肢が広がる
・加入可能年齢が引き上げ

※



『空洞扇』は一切の電気・バッテリー等を必要としない、
ビニールハウス専用の『無動力自動換気扇』です。

『空洞扇』は一切の電気・バッテリー等を必要としない、
ビニールハウス専用の『無動力自動換気扇』です。

『空洞扇』は一切の電気・バッテリー等を必要としない、
ビニールハウス専用の『無動力自動換気扇』です。

JAカレッジの学生募集（2次募集）について

窓口 JAカレッジ学生部　☎011-386-7502

　ＪＡカレッジでは、ＪＡに関する基礎的知識の習得や、ＪＡ業務に関連する各種資格の取得のほか、寮生
活を通じて、協調性やコミュニケーション能力など、社会人として必要な基礎的な力を身に着けることを目
的とし、毎年60名ほどの学生が切磋琢磨しています。
　今回、ＪＡカレッジの令和4年度入学予定者につきまして、定員までまだ余裕があるため、若干名の追加募
集が行われますので、お知らせいたします。

１．日　　程　　　願書受付　　令和4年1月5日㈬～25日㈫
　　　　　　　　　入学試験　　令和4年2月5日㈯
　　　　　　　　　合格発表　　令和4年2月18日㈮
２．募集人数　　　15名程度
３．試験会場　　　JAカレッジ（江別市文京台東町43番地1）
４．試験科目　　　①筆記（言語・数理・論理・英語・常識）
　　　　　　　　　②適性検査
　　　　　　　　　③面接
５．受 験 料　　　20,000円（納入期日　令和4年1月25日㈫）
６．経費負担　　　①入学金　　　100,000円
　　　　　　　　　②学　費　　　650,000円
　　　　　　　　　③寄宿料　　　400,000円
　　　　　　　　　④食　費　　　450,000円
　　　　　　　　　※750,000円の学費免除制度があります。

窓口 FARMLAND JAびえい店　☎0166-92-3455

第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行第1176号　令和4年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）
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１日（土）

６日（木）

１０日（月）

元旦

ＪＡ仕事始め

成人の日

協
同
の 292億25百万円

78億12百万円
11億42百万円
46億  8百万円

貯 金 高
貸 付 高
出 資 金
固定資産

748人
1,857人

正組合員
准組合員

組合員数

  

発生件数　　０件（16件）《21件》
　　負傷　　０人（16人）《21人》
　　死亡　　０人（０人）《０人》

（　）は３年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（12月15日現在）

　新年あけましておめでとうございます！今年は寅年という
ことで、我が家のトラ柄の猫ちゃんは、「僕の年だよ！」と
いわんばかり。早朝に飼い主をたたき起こすのも、座ってい
る場所を奪い取るのも当たり前です。それでも「おいで～」
と言ったら走って来てくれたり、ぴったりくっついて寝てく
れたりするとかわいくて、なんでも許してしまいます。トラ
柄の猫ちゃんを飼っている皆さん、今年は彼らの年ですし、
いつもより甘やかしちゃいましょう！（麻）

編集後記

ち
か
ら

の主な行事予定1月

気をつけましょう！
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